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I活動記録1
2008年度国際センタ一体制/関係委員一覧

2008年度国際センターの l年

国際センター通信Vol.l-7

2008年度留学生別科体制

2008年度留学生別科時間割

2008年度留学生別科授業・講義受講状況
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[データ集】

交換留学生数推移(受入・派遣) 大学別

留学生数推移(受入) 在籍区分別

留学生数推移(受入) 所属別

留学生数推移(受入) 国別

短期受入プログラム参加人数

留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移 国別

留学生別科学生進路先

交換留学生数推移(派遣) 学部別

私費留学生数推移(派遣) 学部別

BIEプログラム参加者数推移 学部別

私費留学生数推移(派遣) 国別

サマーセッション・スプリングセッション 参加人数



2008年度国際センタ一体制/関係委員一覧
国際センター長 BRADLEYWilliam S. (国際文化学部教授)留学生別科長を兼ねる
委員会名 長 文学部 経済学部 経営学部 法学部 理工学部 社会学部 国際文化学部 短期大学部

国際センター会議
教授会選出 室住賢一 福本宰之 桂文子 杉山吉彦 青山 豊 二葉晃文

派遣留学生選考委員会
BRADLEYWilliamS. KRA¥VαYK地ril臨tWRIGHT ThomぉA 川崎昭博

国費留学生選考委員会

京都府名誉友好大使選考委員会
田尻英三 稲垣宏明

私費派遣留学生契勘築学金選考委員会

第一次派遣留学生選考委員会
(陪席)

BRADLEY lVilliamS. 
北川逸子

教授会選出 川島優子 松島泰勝
由井浩(前期)

近藤久雄 新田光子
本田英夫(後期)

YENIK Stephen C目 カルドネルシルヴ7ン 川崎昭博

留学生別科運営会議 BRADLEYlViIIia皿E

/ 
北川逸子

/ 授業担当委員 由井浩(前期) 稲垣宏明 後藤義昭 新田光子 松居竜五

本田英夫(後期)

留学生別科入試小委員会 BRADLEYlVilliamS. 田尻英三 稲垣宏明

部局長会
議長:学長

沼田奨学金委員会 輔担当局町長/:Lて 田尻英三
(畿務局長を除<1 

BRADLEY lViIIia叫

センタ一年報編集委員会
田尻英三

稲垣宏明BRADLEYWiIIia血s
KRA WCZYK Mari臨E

BRADLEYWiIIia皿1
室住賢一R U B e C教務会議

津守よ‘
‘d 

国際部事務部長
国際部課長
国際部課員 陳博理雄世男敦志久
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津
闘 丹kIe. Charmaine Tan (12月末まで)・広田 真代・吉田 範子・川瀬さやか



2008年度国際センターの 1年

入学式(別科11名・交換生23名) ・別科常任会①

ウェルカムパーティー(4地下)

第1学期授業開始

龍谷会館WP

チューター・ミーテイング①

別科常任会②、大宮荘WP、別科 9月入学試験出願開始 (-517)

向島WP

国際センター会議①

火

月

木

日

木

金

土

金

4月1日

4月7日

4月10日

4月13日

4月17日

4月18日

4月19日

4月25日

LM間宮WP

別科運営会議①

チューター・ミーテイング②

茶道体験(日本文化入門)

別科常任会③・別科運営会議②

国際センター会議②

土

火

金

木

火

金

5月10日

5月13日

5月16日

5月22日

5月27日

5月30日

国際センター会議③

別科フィールドトリップ(大山崎山荘美術館・サントリー京都ビール工場)、チューターミーテイング③

書道ワークショップ(日本文化入門)

金

火

木

6月13日

6月17日

6月26日

別科常任会④

広島平和プログラム

広島平和プログラム

広島平和プログラム

大宮荘BBQP

チューター・ミーテイング④

第1学期授業終了

国際センター会議④

フェアウェルパーティー(4地下)

日本語担当者会議①

火

金

土

日

月

月

水

金

金

火

7月1日

7月4日

7月5日

7月6日

7月7日

7月14日

7月16日

7月18日

7月25日

7月29日

別科運営会議③

LM間宮FP

チューター・ミーティング⑤

龍谷会館FP

金

土

月

水

8月1日

8月2日

8月4日

8月6日

別科常任会⑤

チューター・ミーテイング⑥

修了証書授与式(別科8名) ・入学式(別科22名・交換生38名)

第2学期授業開始

国際センター会議⑤、別科4月入学出願開始 (-10/15)

月

火

水

月

金

-48-

9月8日

9月9日

9月17日

9月22日

9月26日



龍谷会館WP土9月27日

ウェルカムパーティー (6Fグリル)

別科常任会⑥

別科運営会議④、大宮荘WP

チューター・ミーティング⑦

LM間宮WP

別科常任会⑦

茶道体験(日本文化入門)

別科フィールドトリップ(醍醐寺)

入試小委員会・国際センター会議⑥

金

水

金

木

土

火

木

金

金

10月3日

10月8日

10月10日

10月16日

10月18日

10月21日

10月23日

10月24日

10月31日

別科運営会議⑤

国際センター会議⑦

チューター・ミーティング⑧

別科常任会⑧

金

火

金

火

11月7日

11月11日

11月14日

11月25日

書道ワークショップ(日本文化入門)

留学生交流会年末パーティー

チューター・ミーテイング⑨

能・狂言入門(日本文化入門)

国際センター会議⑧、大宮荘クリスマスP、LM間宮クリスマスP

龍谷会館クリスマスP

向島クリスマスP

木

月

火

木

金

火

木

12月4日

12月15日

12月16日

12月18日

12月19日

12月23日

12月25日

チューター・ミーティング⑩

国際センター会議⑨・別科常任会⑨

第2学期授業終了

フェアウェルパーティー (6Fグリル)

別科常任会⑩

金

金

月

月

木

1月9日

1月16日

1月19日

l月26日

1月29日

日本語担当者会議②

国際センター会議⑩

別科運営会議⑥

チューター・ミーテイング⑬

LM間宮FP

別科常任会⑪

日本語コーデイネーター会議

国際部部署別研修(京都ホテルオークラ)

火

木

金

月

水

水

火

土

2月3日

2月5日

2月6日

2月9日

2月11日

2月18日

2月24日

2月28日

49-

国際センター会議⑪

修了証書授与式(別科名)

チューター・ミーティング⑫

金

木

火

3月6日

3月12日

3月17日



♀ 国際センター通信創刊号 (Vol1) 
臨韓・隔月発行

飽谷大学国際セン-$1-

干612-8577 京都市伏見区深l，tI~本町67
q蹄 07!H;45-7898FAX 01!H;45-2020 
httll:/fntJ叩由曲uacjp!

医跨センター長挨拶 ー創刊にあたってー

本学の削除センターは19ss{!'に開設さn..主に、学生交換協定の締給や、国際交ぬ一般協定の締結をJ削主してきまし1らま

た、平11制作生へのmfIWw与やWI年ヰ行弘災J再コミュニケーションコースとのill場旬、全学J~.泊の.l/V-f均HIjプUグラムとの込物

も行っております。さらに初06年友からは、 RUBeC(R卯ko如 UniversityBcrkeby Centcr)のIJII松・illi付やRUBeCをr.r.fflした
BIE Programを数学部と州こ制lーするなど、活動の範圏lお閣制に制ーしておりま丸新7プログラム以外では、制限人IW学
生の生I，rixt~ (策、 決守会、 総闘利~、{主割呆筋tiJ度、 入国管理など) 、 国~m学生の受入lJ1J;などにもl政り創lんで善幸りました。

これらの情報をが倒的目叫(棚阻、学制にニュースとして発信し、国際センターの取り組みをlぶくJlI即してし、ただくこ

とのlYJ力になればと考えてb波丸 2008.fF1 月からlがイロット版として抑制J.~向けに蛸T し、 2009 ~I攻から'i~f:内外ベ市

凪l助 ・ ホームページを介してf/H~t'-Jな発信を行う ことを予í.Ëしてし、ます。

2007年度新銀也定大学・後燭

2007 {I'I支に締約した r~泊三到災協定j や I国防校流一般協定J は次の巡りで:九

r"r:~伝うどj~協定{交j
ジソズール・ナ夕刊レだFパ1177リカ 位田75.11締結)

パレンシ7大会t/スペイン 臼∞7.620締結〉

大i出1:mA学/'1'1叶 位田7.6.29締約

Jl!7.才、;ン→めυ........'/:/アメリカ 但∞8.115締結7

11同際交流協定紋J

'1 ， /M"~f.羽ザ\'J;i/'1'!岨 Qω73.15)

インドr.H.大学カラグプ〉叱Vインド (2∞7513) 

トピック

パレンシア大学訪問 (新規学生交後協定枝)

つつ丈一Jレ・ナトJ以:学

パレンシy大学

大連工集大学

東テネシー州立大学

凶W，1センターj占 WilliamBradby 

務繍締切 総OJtIlIn
2i旧8年5月15日 2血l? i~2 月 -11 月

2003年5月15日 2似円 i~2 月 -2010年2 月

2飢l!l年11月15日 21)()1)年9月-201ll年7月

経世r宇宙性側訟としτ初、幸治学書Hで募集を行う

z∞B年12Fl6日 2ぼ円年7月-2010年5月

パレンシア大学は、マドリード、パノレセロナに次ぐスペイン第三の布liIレfレンシア市の'1.，心部にありますユその庇!とは、 13

IM~判まのパレン‘ンア大3包堂(寸以文法学校に抑制問 、 1412{ドに「寸.:t<YI.m.学校(EstmtiGcncml)Jとなり.その後1502年

に教.'i'Jl'とスペインi]J玉から認可を受けて正式な大学となりましfこ也

JJIJEのパレンシア大学は、パレンシア自治制干の公立大学(スペインでは自制捜カ羽山しており、教打開I}Hこっし、ても各

自削刊に盆浪されてb、る)として、 14学部、 約4万 5千人の製主欽を有しています〉スペインをIWする総合.A.-''f:(J)一つ下~­

が、これまで日本の大学との交流は少なく 、 本学が早稲H伏学lこ飾、て 2 校目町学生交換協定校-c-~~。

パレンシア大学に!i'{学「る本学の学生は、DELE(スペイン文部科午弔問定のスぺイメ15倹iE以鍛)紺官クラスにてスペイン

析を学ぶ{也、IJ分のWI"Jとする学郊の綬:$を笠欽することができます。経済学部なと'では英訴で行なわれる授業も多数あるの
で、 スペイシ〆~Itと主主，lltの(.Li方を使って学ぶことも可能です。

- 50ー

(パレンシア市)

パレンシア市は地中海に而し、その起ilf，(はフェニキア、ギリシアH年代にさ泊、のぼり、2

t!tt:改~Iiíj!はロー7都市と して栄えましむ '1 '111のnnは、 長く イスラム船長の対日 Fにあ

りましたが、彼らのNiち込んだ伝助りな対l鵡是技術こよ り、事UEの政かな*附也fiFの1..~礎

が築かれました(日本でも有名なパニL リ アはその削却です)。出ドのパレンレノアは、 J;!!~位、

サービス紫、製巡淡(フォードのエ場がある)が燐んで、WF3%台の成1止を続けてし、
るスペイン経済の中でも、 その作tEは際立っています。

(文学的日1捌 受 ';b:Ji駅削11)



BIE P代担gramのコンセプト
教育プログラムを術祭する幼合iこ、常に考慮するべきファク

ターが 3 つI~ると酎ホていま大 m→鵠滋 附oWÈ年} 、

第二は演者号・態度仏凶加a)、第三は校術ωa!l)です。日本の
大学教.-rrを含めこれまでの郎学プログラムでは rKJと 古jが

盆観されてきました.日本の人てゐ軒7での fK悌舶は理論
栴教持、rs(t矧j}JI出掛や誹詳トい一二ング、コンピュータ
ーなどの分析方法です U本の大学教iiでの rK伐採)IとfS
(技3紛jに附する教f干のお績は多大な
ものがあります羽仁 fA(盗事号，)Jに閲し

てはほとんど無いと汁えます三 [((1紛甘

に税強j会凶蛾させる教がプログラ

，，"， 

~.! 

~;i; 1ニ"・， ， 

ムでは，rA (姿鈴)Jをi泊して、即こ身 1 11if 
....，.・... 
"・

につけてし、る rK(匁礎的Jとrs世相j
の現実妥当性を検慨すると問時に、続たな fK伐識)Jとrs(!支
術 jを樹{}するというf/_{(f効処方〈期待されていまえ九

BIEProgr百mでlネこの3つのファタターに当てはめ、 fK~ 

J町、rA(インタ}ンシジプ〈ボランティア活砂)J、rs胸 IDJを有
側部~Iこ配慮することで、掲厳選m能力の侃上と共lこ、 郎、視野と柔紋な

発屯L多民広共生tJ:会iこっb、て、匁織が憾の向鵬、ら学び、錦趨後

に』が拘勾でも耗iff会を丸範し、千百学縫験を発会するプドゼンテ
ーション健}Jを縫うことをコンセプトとしましたe

く次回の問EProgram緑告会〉
初08年4月予定

(術館駅センター長時様却

併しくはh町lIinum岨 kuadnl""油田tionlin<t草加叫

〈腕餓 定人数〉

BIE (ら明依酬 が同!'am <瑚 年2月16日寸月旭日> 29.f， 

BIE (Spring矧 ncst町)円可ram<沼沼年3月刀目、-71127日〉 召名

その他

日本における箆瞭交流

ー 留学生築学生生活アドバイザー ~

間l硲大学iこl立4つの1i'1学生!fI:がありますL各療には、学生
生活"をサボ}トするfflめ位決学生生活アドバイザ-(j邑弥儲
縦断チューター)たちが阿尽ーしてい草:丸留学主主主号チュータ

ーたちは、州=m人仰や生と→Hに策生活を送りながら、留学生
たちのH常令所リ・ポート々 サ持活E討のための日常管理も行いま
す-.i~l樹、ら肘訴をJじにしてb 、るWI斜住.Jf;f..チューターたちは、

外国人貯犯主にとって最も身近な存:{E"(，九
各併では~jjVI(l~Iニパーティーなどのイベントも行われ、草書

公たちが少しでもU本での集活・を平n王様に過ごこせるようチュ
ーターたちが日/:iJ，限ってb法寸ユ

4名の酔 封切噸 純鉱妻子大倒こ採用

.拘l向勾城主れ1円9引!F何唱汚♂じ以~(湘伺附名-営+
企T沼宮舘官で1r付才わヲ対1れ1主しt.:.，4牛本h4;，Frプ非戸'tの/一リン キンレ一エユ一さんが
名伴みぷ:~好F大b伎ëを剖{代':，;..炎』礼して‘ If命にあたっての決窓を述ベました。

f名lf.ムM人仏μI~~主1;:.1111可

，:;イノマーウー{ミャ:.r-_'_'rf判

・ノーリン・Tン レーニzー{ミャr."一-経伴将司

-:tl届(4'!'1-'f事「μ眠;:;m
-ロンカーツバナ:"-17 '/γポンザック (9イ-!J:'，':i;税糾)

:f.*.&:H大('e155 :f.'I'，本学生は230::1'. (.本業した'，/.:11:を含む)

て寸-.:f.鮎別大使l:i‘のHr.x'1腕 ψ4コ割J日iこよってJi(制 f
ハJコ，Il[鳴?を深め、 !j(抑制:1のfI~[mヒの I然けI9.J として 、 昨fやlIï

田仲間の凶際化'Ir喰，...q滞:JJII、匹敵〈の主主IIIIi、i践など卿附U
I-::I;Ii!IVJしてい主寸〉今{HtJj巾附がITう会緩やイベントの泌沢、

HJ'1l放訟で字の(11際交流会や、映j，hjのエキストラにモるまで、さ

£ざ'"な活動に1&り制lんでL、去す

沼図奨学金銭用者

沼III~町制 W{fIl S4 !1三、 u、教の(i述iこJ，':'カされた仏教悩宣協会

初代会Wllll1!.!.D制tの制.tを機lム没附されたもので、ill?(f)J'l';念で
ある仏教問仲を休し、百的及uq ~1内におして仏教白昼を忘す勺~人

物ともに優先ttlWγゾ七、研究.r，-にそのやfiを1，(i!YJし、行元〈の大)Ji(を

ljIJ"~し tす
20074i/邸主、や業弊i;金として7名の学生、研制定fy令として

8 名o)úJf'l"uIl吟t閉口されました~ 6J1o/'vt.のほとんどは仏教文化研究

所にør.M し}干í.Ë砂防じん'~組について本学アドパイサ」のもとに研究

を1tう他、 午》すの.);i'j点ゴをなどで1e-}<してい去す
hup:j /lI1lh)1t1(llJm:l' JI'Nnl:h~h}hunlfは"1' .topl1Unl 

くピザにI~付-るお知らせ〉 二>
実1111)111伴ピ'.fflfIJf4rt:i~ ~~ 1 t月Lりh:d1)通り友吏となり正し包剣司で6ヶ月以

上Jl'lrr'íi:~)"~'tK~-~I' 1W!(1j，ifi ~ JJ f，i.r.<1.且晶:ru..ピザをfll，町rる必妥111.正〈、
今¥"ゆ変吏にLる1>腎fIめり止せん

， )剣山ζ入J1t1'るピザ七P:~.U))jlよ全て、 nn :i<l rt人1雌Tではなく .rrrtヒ1:0置さ

JLる買U収・人Yiq)ピザ巾“骨セン9ーを岨してql，骨「ることになり t九

2) Jïl測にカ功わらず.ピザ内IIIUiI:1:1必ずピザ1J1Urtンヂーにぷ人ñ'U!II(iし11l:~\寸 る

ニとが浪務づUhh，よ')'， 1.守セン9ーィC'1，l.フィンプIースキ4ン由t悠Jω と-"1ジ91レ
2;Jlt!>!姐膨が1iJ.>/tt九

;rJi~l!JJu':1!\"W\\'J !knt削nUtリrbt';t引恥~". nt .... ¥"s/[Ol)l)(，.I2Jlllll 

アメリカのピ引"/lil附>;1'.2倒閣斗IJJlfIより.<1移民ピサ"'1削除内l∞から

SI3 1に>;:!I!され t L~ ltしれム干す't!)ソリカ木使館庁、ームベージをご覧~f郎、

lr転車'1h:Jltl!;.，.'l\'臥凪，~I::ol\，.{t/t..出h也 IHIIUlI町t.lnl.!tnll
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9 国際センター通信VoL 2 (先行日 200s.03)
トピック

インド工科大学・カラグプ}L枝訪問 慨M誠校給散総捌

インドエ科大学 ・カラグプJレ校は、現代7校あるインド工科大去とのJtH)Jのインド工科大学

(111')として、1951{Flこ設立されました。インド工科大学j;ラグヌル校は、インl-i攻府から

Institule ofNationallmpo巾 nαの弥ーむを与・えられており、本館(''ft，)には，"D町JiωlcdlO Selvice 

編集・隔月発行

自""-.首脳大学園駅ンヲー
〒61 2-8577 京新町伏見区深草J~細T67
q酷 07~~・7898 F，似 07長-645・2020

httpノ/f1UJγ叫帆u.acjp/

ofthe Nation"との|票J財:m示されています〉 インド工科大浮・カラグプ川査本館

(カラグプル市) コノレカタ (1ロプJノレカ ッタ) から京吋よ~ 120k mのJj，}I!Ii'にめり、 J~J凶には観光の井地となるようなものは全く

ない鋭、道の~衝です〉なぜこのような泌所にあるのでしょうか。尖はこのJlJøi'は、 ~g!.\'LJ:).白111立インド独立のIlId:lご (F，陀edom

fighters)をi以符する HりIiI以符所であり、インドの独立にとって可Gl!な場所なのてF九インド工料大学 ・j;ラグプ〉レ校のキャ

ンパスは、1よさs.5km'の大古河fであり、2除後制l、争附束、研究所、数以宿舎、学生刻、マーケット、ゲスト ・ハウスなど、す

べての蹴跡的，ンパス内にあります二教u蜘甘470f，、 t従芯知1訴車約可引1ρ泊川3却O ~名Y包" 、 学剖

ドの卜ツプランクの大学て寸。

{一般也定の締結)2007 {I河川こザ紛Jした本学とインドエ科大学・カラグプノレ校とのliiJの学林fIiJ&';.教rnr，ililJ{凶主にI.IlIする
一般協定の締制去、 2ドfFからの初めてのインド℃科大学への制11として、百日谷大今t: 悶際tンターをí~<して、インド工科大学

トピック

の国際〈交流担当の凶作炎、 ProfcssorM. Chakmoortyを、2007{F 12月27目、ボ4均約
1111しまし7こ。この際、両日谷大小からの記念品を手彼しました ("f兵).n以キ大学は、仏
陀の生誕地であるインドの大今/:との交が白立、これまで少なかったようて寸ユインドI士、

~níな資源とすく'れた人附こ.. l(まれてい£寸ユ現布、11'分野のみならす包む盆業のすべ
ての7~fにおいて、インドの~~Mと世界終済への影響がすでに顕著です-. 21世紀はイ

ンドの日制とさえi'測されてし、ま九今!日lのインド工科大学との寸主協定の締総がう5
機となり、日un大学とインド工科大学、すなわちn本とインド、との学中+f6)&';.教育・
文化の交新Lがますます促進することを願ってb、ますユ (思!工学期微授杉11I古彦)

クワズール・ナタール大学と南アフリカ (脇佳際借倒産・牲瑚糊

I~j アフ リカにおける lúi等教育1呼編成:Hï由iにより 、 2偽I {I; I JI、Na回l大学と

Dt伽トW凶villc大学i立が治合併され、クワズーノレ・ナタール大学となりましむ本学は

Natal:が例代から交流について指し和、を行ってきましたが、2∞7{I' 5丹、アフリカで
級官jの大学として、佳作京交流一般協定、学生交換協定の締結にiiりました。

この協定締結の訴し合い方'illiんでいた2∞7{ド4刀から、クワズ-/レ・ナタール大学で問
外研究只としてが~-{Fr.f)旬班活動を行ってきましたので、 いくつカ印象的だったことを必

かぜていただきます。 ヲワズール・ナ'}-Jレ文学

(教育と施劃 教室l.:ioける7T税制問は必ずしもー|分に鍛備されているわけではなb、ですし、常生が利用できるパYコン
の台数も十づ〉ではなし、ようにJJ!，;!つれます功九教育熱心な教員が多いよう1;:)，'必じました。 t主た、JUt羊入力t少ないので開立つのか
もしれませんが、 見ずj司lらずの牧民存可白肋、らJ"l:をかけられることが多く、フレンドリーな人が多いようにも!~じま した. 1¥'1 

学の受け入れについては、図必1mなどの学内協t止を不IIJ日させてもらえたのはもちろんのこと、1lt1h'¥"パソコン(インターネyトに
機四紛などが備え付けられたfl^1人(lif<í"dIを与えてもらえ、 大~'I-:，所有の)1):を貸与 、 句院をilliめる上で閉山内な環境を与えても

らえましTこ。なお、ぷ筏はまiに公斤IrifWコ1つである災時で行われていま寸ユ

(南アフリカ) 市アフリカにつb 、てで何t、アパノレトハイ卜制~{査も、民劇HJの|筋立(主lこ経榔~J!) I立十附lく伐ってb、ます。

そのことも影響して.i伎はとても恋く、大きな社会11腿jとなっています。制110)多さの{自に、貧困、当諜取の向さ、HIV/エ

イズなどのIIr胞が官隊りて寸..lftiTti部では日前ヒ'んが立ち!1fi.び、IIIも多く走っていまれまた、水道水が飲めるなどインフラ而
もかなりl自制されてし、ます。ただ、Inm.入居イ1:区などでは、上下水道や7往%などが通っていないi:l@が多いというlJi.;J.fもあり
ま勺九また、IlIif1格的、ら目白もると、 l当然保波区がたくさんあり、ライオンなどの野生即時勿を凡ることができますユこの{也にも

喜望的なと市白Eスポyトが数多くありま寸ユ このように南アフリカは多傑な飯を持ったとてもエキサイティングな凶で九
阻JU伏学部激i受 |以nイ階)
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上海からニーハオ ~叶う夢、広がる世界~

揖 了道 民学部1史学ヰヰ 2003年3.F!卒業)

大日本祭料株式会社上海部助務

98 i問中抑Tセミナ一、 99年上期;ji附拙¥11開学、 00年4ヒ
J澗範大短期留学を通じて、中国拙こ出会い、リアノ時中国I:_

t師会い、中国の人々に出会っfぉ既lこ海外旅行にfj-/)寸1た方は
{;jq~目されているかと思うが、絢到の地へ赴きそのi也のm匹でな

思線通ができたF教わ'lJびは給日Ifなものがある。その嘗ぴが吏な

る織となり、交後留学を悶j習し鱗逃していくこととなる。

当時、会学部で年間3人しか嗣玉なかった交換1枠。努力が
実り従巨大学~儲学して一番カルチャーショッグだったのが、

中間の大学生選主役らl辛必死である。非常に激しいw(tの中で

金吉敏いていく辛さは怨:fgtを絶する。 国語事館が1;~に満席でtP

100~ωι上のカで机に向糾喧失業に励んでいる。 この欄紛が

引き締まった。負けてはいられない !この出会b、のお陰で非常

に布定義な儒学時代を逸ごせたのてもっt.::.，.

fビジネスのも唱で中国語を活用したしリ

ff:l1Eで上泌lこ渓ってこれ北ら ・-そして、あのマン、ンョンiこ
住めたら ・・・j

術輸靴、の抑貌災と{じした。しかも、合‘先絡で幡町ム

つまり、上機支社の立I:Iflこ携われたのである。入社3年目で

抗殺することになり、カ不足のm'~分が多々ありながらも必死で

船、ながら隊々な経験をさせてもらっている。Wit胤慣1期j宥・
自他スタッフ教育・品't'[7::'ュア;1イ午;1&(700 .u.11止を日本文・
中間文並列で係樹など、日本本社lこ"羽田紛ができるスタッフ

が倹以外いなかった為、かかる負担はかなり大きかったが、 fや

りがいjを感じることができてLも為、 f需は挙せf二
企業として収益を上げることは

3防首に監重重である。しかし、今僕は
中国必鎖こb、る。日本て智通に働く

こととiままコIt利益う。単純に自分の
会社のやl益を求めるだけではいけな
b 切である。仕事をしうつも一方で

日'1被際Jがより良い加向に少しでも
進むようにするにはどうしたら良いのかと常に!郎、かけながら

過ごしている。どうしたら日本のことを好きになってもらえる

のたろうか・-ヒ告号えながら。

制Zなレオドトlま rn~快挙留学ガイ ド ー地蜘体ヤンパスだーJtこて

そのfl弘下記卒業d初当らのメッセージも犯裁しています.

掛 f愛子くウィリアム ・アンド・メアリ一大学湖笥〉

森井徽 く務部記者〉

t:尾1.il史く在オマ}ン日本軍た使館前凶'.i>

.谷大学

I" -:-賢一息子呪E
FJ州J

甑開時総鰍果6領図}・文特陣蜘怖い '1ct ，. 
E際rrtl(IIW，tl Iこて疫抑しています。 .. "'!' ~ 

園幽圃

日本で獄放したい量砂千人材{嘗学生研究者)のための就勝相級

f08CAFE Ì'紗ト人材'/ョプカフェ)f~Xi (!管札ぺ刊行'約制

KYOのifi併人J.WimHF.ilt品喰会では、m:w(.fにおける裕外人材
のìJim剖鎚ーするため、 {干('~!:lF.や研究ilfなと'のt紗ト人材に対する

必11.¥に1*門司る中fI，淡事業 L毎年ト)を'rtっています

・サービス以1彼十fI.t長ω;'Jlifとして;.;mlltiUTI)

.利用日祁tl:!似品水 ・ 仁 (13・OO~17:00)

※2008年度にl主主らに拡大されるf寸巨て寸ユ

@対応:~~i~lt:日ぶ沼、会¥:11tおよびEドItUIi(そ(/>1，也のE111再は要相談)

.[11込み方法 メーノレ・FAXで川ftに(.*-'.けること.
※申込，!，~のフォームl-tl到際郊にあり ます

TEL(075)414-4311 [.似(075)414-4314

E-メール kokusai@l1Iailp陀f勾咽to.jp

+j-ll，所 :~4f稲荷:間際センター (J;(ffl~ピノレ 9 f，符)内

ライオンズクラブより、台湾出身留学生5名に奨学金授与

2008lj'.3 Jl 24目、

oIi内ホテル会場にて

IJfH筏されたJi(初来ラ
イオンス'クラブの結

成451司f向')Jr己合三叫

にて、同クラブと径i}!!

関係にある台北市東

l有国際獅子会との合

同'J~Xiの-ffiとして、

本学の台湾出身Ii'{~芥生 5 f，に対し、 ~/Y.kが佼与されましfゐ
却Hこ1M咋からおJ)~.'{:N:が:111mし. 1占iク ラブに』剖献を附りま

しfニ。

二〉
ノド学では21utH:i.!の凶際紅会でi!i品町村ーる人材のTi成を13的とし
た学生交換協定を 15ヵIJil30大"/:位OOs{Iニ3月現(1っと締結し、

それに1.!;.-j~ 、て、似I~くのさ戸1，を的傾向lこt合併にi去り出してし 、

ますユ

留学目的は、科口履修やJ/r~:可能力のI:'J 1'.のみでなく、文化の
異なる人々 とのふれあいを通じた典文(tj~之、 ']4，文{凶1:1コ ミュニ

ケーション1VJのffl&:こむありま寸ユ他人への思L、やり、自分の

J意見と異なる;窓見を持つ人を許可手し認めあ1.、ながら、問題や課題

を解決してし、く能力を長うのに絶品fの機会て寸。
是非、多くのrm*生lこみ:~何')fl'I~河~V.且.を手IJJfl して、典文化交流

にチャレンナするよう学'ねこ川知lしていただくために、本誌をi;f;

附していただければ幸いて寸ユ
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♀ 国際センター通信VoL 3 (発行日 2008.05)
トピック

短期受入プログラム(米国から3大学を受け入れ)

ー 編集・隔月発行
司、』 裕谷大学国際センター

干612-8577京都市伏見区深草忽本lIIT67

溜吉 075-645・7898FN< 075-645叩 20

ITtq，J /i町山下忠d山.acjp/

ジョージアペリミターカレッジ (5f!19 日~6月 1 3 日、 深草学・合)を皮切りに、 l軒ミズーリ州立大学 (5刀 3 0

日~6) 12 8 円、深1.1.. '学舎)、カリフオルニア大学デーピス校 (6月 2 9 日~ 7J.I2 7 n、瀬111学会)の米Ifl3大学つが、
本学を他，I~.~として独自のプログラムを展開します〉 これらのプログラムをサポー トするのは、本:，， ;~:・の.'..;!:，生バディ (3 5

名)、 f配下.チューター (26名) 述で、 I~際部と述慌しながら.:十4 %古の短期受入i羽生{'.:Itとのトl米'-'þlõt: iJ交流を.ij'l f釘~Jに

J蝕してし、きま丸それfぞれのプログラムの具1-1制な内容は下氾のとおりて沖。

[ジョージアベリミターカレッジ】

l 大マ:名

Gωrgia Pel;meter College 
2 受人留学生数

20名約降、地0.3名

3 プログラムWIII:I

5)'1 1 9円(月)~6月 1 3日他)
4.プログラム1)、l谷

m[1叩

114:制受業、l州首・音楽 ・文学・札喋などを通して人文判受業を行う1也、 rt持:rAlジャフィ一樹受によるIttWの宗教
やフィー/レドトリップも災総される。

5.サポー ト体制

本学の学生バディ 35名がザポートする(南ミズーリ州立大学とJ七)j]j)。

[爾ミズーリ州立大学】協怠校/宿禽:・谷会館

! 大今必

Missouri Southelll State Univcrsity 

2.受入i訂学生数
6q当 ※引率数日2~

3 プログラムJUII/l1
5J130H (創 ~6月 28 A (土)

4 プログラム内容

WUlm'lJ日本JHプログラム
5.サポート伽llll
本学の学生ノ〈ディ 35名がサポー トする(ジョージアペリミタjJレッジとJ!<)j]j)。

川伶Icoo官Party1，町

MSSU& 

G田酔向車同町α京事

の様チ

[カルフォルニア大学デービス綬】 筒定伎/宿番:.谷荏

! 大学名

University of California. Davis 

2 叉人的学生欽

26~ ※引率教只2~
3 プログラムJUlIlil
6)1291:1 (1=1) ~7)~27 日(日)

4.プログラム内谷・

I~*のコミュニティと 日常生活、フィールドトリ ップ
5 サポート

UCDAVIS 

広域正母政

木学の学生チューター 26名が他谷荘に宿泊しサポー トする。※ l ì!I41/11各 6名、組1 /11チューター判明12~
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[アジア人財資金構重量 高度実践留学生支援事耳障l

この事業l却下年度(羽&1 9lF皮)駄に経済l立業行がIlHT台したもので、日本を純雄ブロックに分け、それメE・れに
fì'J!1l団体となるコンソーシアムを形成して支援'W~控の実胞にあたりますユ 京初附の管思羽{本は、 rKYO の海外人材

活用J雌 悩絵JW務).. j・京榔f)て寸。 事業の目的は、同企業l訓 肢を制する、能力 .，1d:-'tikの高い留学生
(アジア以外ω協Oを、人材n，酌わら此恥主での寸!llの文mを通じ、 l宅業界て活協する人財に育成することです。
内容は、 「句ピジネス日将E泊Jr旧日埼本ζヒ
めのカウy七ヒ，リングも行われま，すr九園骨ド伊'1"1皮友のヌ本ド学善歩E川加l広苔者-は1-l名で、 京蒲uω或54名(:fム立47、国公立7)の26
%を，':ïめており 、現(.Eも支援Jj与党を受・消してL 、ます。司Z/jt2 0年度の本学応、~~.{J'ーは 12名で、 6月初拘]に来初切守の

'l:i'J'即11本が実施する、新たに燥されることになった巡考而僚を受けることになります。

[スピーキングパートナープログラム ~瀞慌涜餐員会-J
スピーキングノぞートナープログラムとは、11本人うとd::とfl'{学!tt;'.キャンパスやキャンパス外で、設学学

~IJなどの相互支俊匂を通じて交流するブ uグラムて寸二 li;)際のブ'ログラム附自併の大学でも良く実b益されてお

り、slln大学におし、ても、ワ友会団体であるifJ.f外交mEHl.会が2006年度よりプログラムを開始しましむ
2006年度のプログラムIJfJb印刷こは、iA.lii.'1'凶，ilf.側主IJliの3L11Eで41集し、パートナーとして成立
したのはたったの3純でしたが、 2008lF皮JliiJUIの努集では、ドイツ認を加えた4言，1l}で募集したところ、
成立したパートナー数は30仰に主て切1え，loしむ JI<:近ではたとパートナーを成立させるだi
なく、パートナ一成立後も定j倒的に-iffに参加できるイベントを全tihiしていま寸ユ
プログラムIllJMìから 3 lfが経過し、 ~ë~Ui'や'/，1(、'，:するノ、ートナー数も附加してきていますが、

今後もより多くのザ1:1ここのプログラムを知ってもらい、大学内でできるIF~際交流の l つとし

て、初回't(JIこ参加してもらし、たl、と思b、ます.

(BIE(S-weeks s川町ler)PrOgr訓に23名の応募がありました.]

2006iドからスタートした日11:I'rogr削はこれまで2201'，を組えるとιιを派
治してきましたe 今岡~Uj~した IIIE ( 5 -week sunrner-) Progrrun (夫胞側11:8)'18 n 
-9112111) 1こは23 ~れのは議Zがあり、 全nがVi'&lされることが決定しました。

現(1:は、渡航ー下絞lこ|刻するオリエンテーション(令::3I!JJ)、現地での活動に!則

するプドゼンテーションを'1'心とした')I:liIij受業(全61"1)がスタートし、 8J1か

らのì!1，汐f.iîJf1lJIこ1;')11て、 II~ り組んでい去す、

I備当t生5N科入試 (9月入学)の鴎附と結果1 Glide Clmrchでのインターン‘ンップの保千

1. IJ¥阪i.，v，. 66人('I'IIQ4，.1、:Klq6、台前:3、災|叫2、イタリア2、その他9ヶ|司令 1)
2 合絡~・ 36人<'1'11421、米Ilq5、T，'i1'i2、イタリア2、その他6ヶ凶各 1)
E官儲町t皆昨'{{"判、

プ一ムのh影診符からか、:l t願 百の多II~符化が{余 'dこ/1、がってきましTこ。

[中国 :河~t大学て留学生別科の現地面鎗を実施しました. 1
「日E谷大学留学生JJI附とがr~ヒ大悦.!il協恰作処との位17:1投入に閲する t~淀川j にJ，çづき、 5月 1 7口(J二〉に現地l必後を実施しま
しむ地持された4名のψ/:1士、2附/1)半にわたり、 軍政慨判明l凶i淡など
の訊耳東を受け、その結果、3名になりました。
1.函後数日 ~t)l l逸子教佼 係王宮迫令部)

2.而樹怖t河北大マ相U!:'jの伊佐4:t
3. ITia妥場所河北大明司l際教育'11日務中心
4.面榔寺fll] 200 8i同月 I7ロ(Jこ) 1 6 : 00-I 8 : 30 

[京都出間学生住宅倒閣肢につも、て]

この制度は、府内の大学、);¥!ffllff、);(!ffldi、脳波1.EJ際化協会、関係団付帯で構成する

rJ;l:布地波留学生住宅関E蜘可Jが巡削4るむので、州五j人WI苧i初出i司アパート等へ
人厄;ーするために必'i!.!なi!l!1ifVi訂正人を樹剣山IEによりは似し、出I~仇証人を探す咽聖堂さと

保政人の納付制 ・ 経済的J~犯を続減し、留学生の民IIll宿舎等への円滑な入居を支怨する

ことを目的としてし、まt九 留学生が!r'i:総合補償(拍汐ト旅行制決と保浪人補償必金を総

み合わせたもの) 1訪日人し、 万→i椛人が家封、ら(~，:If{責務のJi!l1tJi'lõj(を受けた場合に

{ffiえますユ平成20{F3月から賠償制決の愉償額の引き上げと附~:れの引き下が行われ、

hlt償の範四も改定されました00 ~長口問もない留学生が凶:nアハートヴFに円滑に入居でき

るよう 、 本別肢の利用をお奨めしま九 If!し込みは深市ー学舎1.EJ~r.~制lてづユ
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トピック

【学生交換協定・一般協定情報】

・ワルシャワ経済大学と学生交換協定を新規に締結

6)112日IJfl{1fiのl'ffll.. jJ走会の*淵こ~づき、 ワルシャワ経済大学と学生交換協定を締結

しましTこ。本学とワノレシャワ終済大学とは1980of三5月に切符E員交換協定を締結して以来、
絞済学部徽nを巾心lこ，fJ'j1必'tJな学術iiJ間交流が行われてきましむ
ワIレシャワ経済大学(ワノレ・ンャワ、ポーランド)は1906年に設立されたポーランド段古

の紗済大学で、学部情巡-を持たず、71の午ヰ干・インスティチュー卜が、経済分析・tJ会経

済 ・ マネジメント ・ ファイナンス、総'~管理、 世界経済の5つのグループI':~恥Eされていま

す二尖11tでの佼業が数多くIJHl持されていることに加え、学生バディシステムが滑入されてい
るため、ワノレ、ンャワ経済大学生から l対lでの;r問主の勉強や留学生活についてのサポートが
受けられることがNc大の魅力でt，なお、炉よ交換は2009年度から開始されます。

-国立台湾師範大学と学術研究・教育研究活動に関する覚書を締結 伊

6州j刈.1 1 9れ叫州~I凶I IJiHt倣似tï陀抑iiOω0例1IJ"j長会初の閉例7乃')吹吋)K必陥附IKむIÍ(~φi詰t

帆Ia用品.，SChOOI 01 Ecoc四 n1cs

SzkdaG砂wnaHnndlown (SGH) 

(.，¥0川4・-Y，
ー守 ~;，j~;回 'j. 

gt舷色H5
.r:ぬ薬務タミ
， ←_. -

• JI11IS:'_可.:i戸

前削糊ω励Jに口|以品刈州肘lド付付サす;J-る引3党川Iじυ日i1件1作i(刷MOUω)を布糊附悩偽附:古tします丸-0 Iい凶』刈4枕立十台梢?判湾仰附f革I献U駄=咋揃学制は土幻1946肘例仰4句作!ドミに辺設拙t凶立され、ι1，~⑮除 T ~酪、 べ? 
~f:!t数 11，000 入、 3 キャンパス 8~幹部を航する総合大学で、 外|到人w1学生向けに巾1:JiI I 幅減却
Jltと'i'I.!il刻じを樹交するMand:uinTI-aining Cenb官(1'1'国;Eトレーニングセンター)が F て砲w
d l了'，:;\"I.::fïf，で九また、現在、学生交1~足協定のJfrtJ防総i(こ!向けて最終:ìI!，jí控を行ってし 、 I mIO~\L I，m¥'¥) XOR¥Ul nl¥mrr 
ます。

-ミドルセックス大学と学術研究・教育研究活動に関する覚書を締結

6J12 6 n lJflflfiのiffll"j長会の71~初!に.!&づき 、 ミドノレなックス大学以凶)と学制'f

I;Jf1t .教育のf1tf.!i!WJにl品lする:lUi(ル10U)を締結します。ミドルセックス大学は
3つのCoJegcを母体として199211'.に設立されたがI興大学で、学生数22，000人

(1々、fIJ悦主の数5，500人)、4キー¥'ンパス4学部lを敗防総合大年:て寸。

IntensiveAω企micEngJishコースやインターンシップなと・の学郎個別留学コースが

充実しており、円本人Ii'I学生の受け入れをm囲内に悩.lliしています。
今後l立、ヴ:生交換協定の締約こ向けて民織をAねていく予定'(-.j-，。

[フェアウェルI~ーティのご案内] ※朝間 ・ 学生参加l自陶

-交換留学生&留学生男Ij科生フェアウェルパーティを開催!

1. n時 7)I25n (金) 1 7 : 0 O~ 1 8 : 30 

2.場所深草学会4~1l'1白地下食堂

.UC-RYUKOKUプログラムフェアウェルパーティを開催!

1. 1111寺 7刀25fJ ({!';;) 1 7 : 3 O~ 1 9 : 30 

2 場所瀬閃学合ir'志fiii食盆

UCDAVIS 
lJN IVERSITY OF C八LlFORNIA

- 56一
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Middlesex 
University 



【広島平和プログラムを実施】

-留学生20名が参加 !

本学留学生20<r-，がin -111 (金)~6'1 (11)の2!(J 
3nで 「広品平和フ"ログラムjに参加しました。
このプログラムは、 「本ヤでヴ:ぶWI'?"F.を広ぬの地にm
1与し、半干11について深く 考え学んでほしし、j というれr，土
(t:宗本願寺派安芸教区教務所(J.L~，\~J)j IJI胞の!lI-.ìJにより、

199-1年から始まったもので、今年で1-1 1" 11 ' の喜~)JII
となりました。

!huリ長ドームや広向平T-IIJi::念資料館iの}どt、lムXiJ)1111lj'eO)
「平和を願 う念仏者の集b、J(半，fllをJ5るmぃ・4当i¥l((ゆE
没者迫悼it'}J)への参加、n.+:人家庭への*ームステイ
切をi函じて、当時の敵味)jのl元)jlJ'Ii:'取り払い、l斗trffを結えて平F1Jについて考えさせてくれる貨車なプログラム
となりました。

11位は次のとおり

i JI -111 (剣
百:LF!よJnht民主JJ持
Jj~品目IJi淀参{ ド ・ w:食

平手11';':';¥'1(平干日公凶 ・資料fiiO
夕方め泊!懇親会の後、

ホームステイ先へ<宿泊>

i )J 5 11 (上)

lふ〔占矧II決に移動
午前 「平干11を諮る集し、J

lF後 f盗i投令死没者足ltM主要j
終 f後、ホームステイ先へく術的>

i )-J 6日(日) ホームステイ (;;J;Kl，観光匂)
広J砧駅からが榊線で京初へ

今年も例年通り公41で参j)[l..g-をSlり、多放の参加l/i'i
Cf.!..行の中からi:liばれた 11ケ凶出l))必出身20<r-，の

f'f./"'f.:生が広μ1を訪れましむ
これまでにこのプログラムに参加した留学生は28

ケ同(地域)IU身201名に及びま寸二 今阿も参加6

金nが広島の地で「半有lの大切さJfij災"J'の悲惨さjを
身をもって!¥!}じ、再ひ3j長{f'を繰り返すことのないよう、

、ド干11の実現lこ1"lftて心を新たにする大変1'iq(な体験を
しました.

[国際部・インターナショナルラウンジ・留学生別科講師控室移転のお知らせ1

.τIj:fE車民統!l)慌に{料¥凶際部 ・インターナ、ンョナJレラウンジ・留学生別科s前官艶室
が、下記のスケジュールにて移転し、たし主ナ。

8)'12円(土)~3 日(日) 2日官i'iJ也，;ラウジン"'-l桝忌
8月4日 (月)~ l 0月31日 (金) 2号-T.i:J也卜仮，Jll:)Jc務室にて閃袋

11月 1I:l (土)~3 ~I (加 紫*filIl附別保健11恕センタ-r-..移転
1 1 fl 4 円 ωく) ~ 紫災直iii11朝司際出11として|別室

。右三〉捌 成す1

-5i一
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・国立台湾師範大学と学生交換協定を新規に締結

台湾削i範大学と学生交換協定を締結しました。 nrj~; にてご#Hりしたとおり、'{=，' 11Ii
r.ili絶大つ:f: と(;jj況に学術li1ßë ・ 教育:jjJßëì音illIJに|則する}1:，1~ (MOU)を締結しており、

凶際泌84の強化に向けて更に前進しましfゐ本学マ~にとってい、!なfìi!'Jnrli範大午は

、外1.!iJ人W{~凶ー向けに中国語と中凶文化を教授する Mami1rinTmillil1g Ccnb"C (， l'llq 

IlJトレーニングセンター)が充実しているとし、う利点があります匂
'1'lf~，11.f ・ '1 '1]1文化の教授lこ(;J:1 1'~;;\'(こ定討があり 、 W:界数 | ケl 伝lからが')1，500 人の

fW'PI;が学んでいます。学生交換のIJ似合は 2009 ~ド1ftーからで、 1 ~I'につき各大や 2
4れまでの派iUが可能になりますユ

-カナダの大学との学生交換協定締結に向けて前進中!

書
録集・隔月発行

法谷大学国際センヲー

干612-8幻7京都市伏見区深草塚本町67
暗苦 075-1;4引腕 FAX075-1;4!i-2020 
http//i同Ul下ホd剖.acjp/

6月28R (土)- 7 月 6 日(日)のスケジュー/レで、ライトセンターさ~JJ. (斜~'g学部激授)、 r~t守国際刻潟県長がカナダ

山梨を行い、 下記の5 大学と学生交換~~謝附，の 11[Î1計1: 1こついて協mしましTこ。 現α、カナダには学生交換協定校が
ないため、留学人気の~;i~ 、カナダj世l玄の大学の1m桁は喫緊の泊四となっていました。

その結果、Kil1g's University College (The UniveJ'sity of ¥¥'estern OI1Lario)については、協定締結に向けての

j泣終oll¥l'llをが終了し、攻信者会議において審議中てサユまた、 {也の大学につb、てもI似援を進めています。
(iW問大学]
Un i vers i Le de Mon lrωl ケベック州モントリオール

11凶・011Universi ty College (Thc Univcrsi Ly of WcsLcrn伽凶rio) オンタリオ引{ ロンドン
Kil1g' s University College (Thc Univcl引 ty01' Western Ontlll'io) オンタリオサH ロンドン
Thc Uni versi ty of Winnipegマニトパ州 ウィニペグ

Kwanllen University Collegcプリティ γ‘ンュコロンヒプ州 ノくンクーパー

4TAntioch Buddhist Studies ウェルカムI~ーティを開催しました。

rmn大'宇羽学生交換協足当変であるAnLi∞hCollegeが刈をするBuddhistSLUdics Progl'amが、 9)18口-12月2日
のH絞で)(，ι-学会をrlJ心として災砲されていますユこのプログラムにはアメリ力作J自の大学功、ら 17;:むの学生が参)mし
ており、約3ヶ['11111に自主り仏教について学ひ主主サユプログラムは1fi:';VI511ふ起床、削除・j虫干j'1・!;yl食を済ませた上で、
午前811初、らiELIニまで宗教や仏教、 1-1木市の授業を交a削ーるとし、うl'、l作てサエこの(tl!.;'IW"ステイや作紐フィールト、トリ
ップもプログラムに感り込まれています二

- 58一

そのウェノレカムパーティが9月30U伏)17:30から対:γ下合Ir'{，fI1fi1i21併てサï'~つれ、 約 50::i'，i?i却'JIIしました。

深俗学合、滞ilII学舎ではし、くつヵ、の短JUI交入プログラムがIJIIfl位されていますが、大符学舎でのIJlltnは今年この企画
が初めてとあって、 参jmした日本入学生Yρらはり1~1;~'にイî.む誌な11、~jlllを過ごすことができfこ。 J という コメ ン トが者せ

られました



.交換留学生・留学生別科生ウェルカムパーティを開催

3(.換留学生及ひC留学生)JI桝生のウエノレプJムノ4ーティが、10))3日(金)17∞より紫災館6附グリノレiこて行われ、交

換留学生特IIW主を始め、 l.tチューター .i!ijy凶流委只会 ・制問など()トせて約 100::¥'，;1);訓Hし、此相こ開催されまし
むよさこし 、サークルロンドによる納りベ制際的lによるクイズなど、終始平lトやかな胡)Jj~tでrrわれ、 交流を深めました

ちなみに、今年の後JOI入守二の交j喚問学生l立37名、 f!.l'(:ぞr:)Jり本ド主，;):22名て寸喝

.BIE REl則|側 PARTYin A刷 IE'SCAFEが開催されました。

sIE Programには2∞6Wの5.W，四ksSummcr PlugJ百m以除、!Jl{J:iTr'cilI中のメンバーも含めて10グループ総鈴お4

:sが参加し去した。午iヒ全般のREUNIONPARTYが 10)J4 UUlHli:されましむ今同l士各自、ぷ，;，)を凝らしたコスチ
ュームを身にまとっての参加で、グルーツの枠i'Aïlえて約80~抗体となって盛り 1・がりました。

!何tのグループ1¥:1<省から叫丈J訟でl立、 s1E終 f後に交換1i'1'7:'[:としてU砧与が決定した判tやパークレーに近々訪問
予定の学'1'.、j出設が決ぷった学'1ふさらにパークレーでスヒーキングハートナーとしてお[ltJi5になったUCパークレー
学生からのメ γセージが総介さhるなど、参)JUlíü後有利の"F!;Tしで彼らをと見つめ、 ~ill激を受けた鈴子でしt::...

また、今同l立学:11:が主~I":，l;t;になった Esr のクリス先生や'f~lì~t依号の先'Uîも歩)JII していただき、学生たちが5(~1fiを駆

使してコミュニケーションをとる袋があちこちで凡受けられましfニャ
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-キングス ・ユニパーシティー・カレッジ (カナダ)と学生交換協定並ぴに一般協定を新規に締結

西オンタリオ大ワ:キングス ・ユニパーシティ ・カレッジ(以下King's)と、

学生交換協組立びlこ年「仰脱・教育制j他似こ|刻する一般協定を締結しました。

King's (立、jJナダ・オンタリF仁川ロンドンにある西オンタリオブ4)JI胞のリベ

ラノレアーツユニノ〈ーシティカレッジで、1954{pfこs没立さ;!V:f:生数3.100人と却t
似の小さい大手て寸ユカナダで初の学生交換t6J，定校となったKing'sには、大学

院はなく、経済学 ・ 経~.'f1;-:_f:.、歴史、 iJJ官、哲学と宗教などfJI'せて10特ヰがあ
ります二 2lt:μ肖交はり1:，役していませんが、インターナ・ンョナjL/. ...;:~主のために 1

迎1I11かけて行われるオリエンテーション (lntel11ationalStucl，mts' sI;屯ingProgram 
::{干l必1事E斗}り)やiftY羽γw

l'町3可1"o!，'1百m なとでヌ支t般Eプログラムもy光じ;尖R;ミしてbい、法ま可坑ro !既此に、 20∞0ωß {作下円!瓜A郊3期y釘l庁「耐必l~交ど換lY留"11学生として4必k到集H合ど締めv切Jつたi結諸1処↓共4、

3 ~名Yれ:のj応芯s捗Fがあり、 2009{f 2 nにj泣終巡考を:k胞します。

.経済学研究科のユニアル、ンー (インドネシア)さんが、京都市主催「京の魅力発信』を考えるシンポジウムの円卓

会械に参加しました。

2∞8{ド11刀511のI"J)1IJKI:11市長2諸ー会見において、 );n;lIi行は凶際化;1{民fiプランとして、現{flli!l、Hこ約1，5∞人(If主
する俗学生を、、jeJJ)t29{Fl支までにi万人lこ{山村させる，tj耐lであり、そのための位指強仰こJIX1')車11むことが~}之さ
れました。この、 f[同IrMヒ打民主プランjの-mとして、 fJ;(の魅力を世界の人々に発lu'i-るjことについて考える
fI'lill鮒I¥rli'J;哨~\の魅力向上 ・ 発1;;シンポジウムj が、 1 2ml l 伏)にßf，j治釘;でIJijf犯されましむ

[1)';1会J盗塁よ)JIIイ~'I立、 コ』ニアルシーさんを合めWrI役3!l'， (イ ン ドネシア、中国、カナダヲ、 H ，{;:人èr.:lI:.3~， と、、'，:
命的。{大ヴ教授(R子哨i刷出) 、.!Jilll!.山花~をさJしたアレッタス ・ カ一氏、旅行会社社長の9名、そして、コーディネ

ーターは、，ui木氏。;nmiliiJ41際交流会館館長)が!il."iされ点じた。ユニアノレ・ンーさんを始め留学生の参)JII白からは、
歴史的ill辺j物やn本の(d;'dl~Jな文化を感じる可的できる);t'郁で作ら仕る可Eに魅力を感じている-)]"で、 W{"~~/t:や外

凶人観光平日:などにとって也11やパスなどの交通網のわかりにくさ、 II，{;:"JIiのみの僚がゆf;-¥':>'，t:I''!などが多"叶手への
不満もYI!\与されました。 また、今後}沼部が凶際制\ l liとしてさらに発Mし、世士界にa{!，_X'!1される自~\rIîになるためにはと

いう質問に対しては、 五(利\1こ了王{主する日本人向身が日本文化に対する;tJ~抜を高め、 一人-AtJ、ら発いして行く・!Çの

大切さ、伝統を':1'りつつも新しいものを取り入れる勇気、 ImtJ寸1たね伸、観光地の悦~I緩和などがあげられましfこ。

さらに、 fJ;稲城íj::.r~ 0αOTOP!"OtlはわI)Jにより;;0:11とL、う田lは全世界に先日られており、m卯III凶lこる:u揃りな
JIX り岸fLみが必~であることもlìIfu恋されましfゐ

.留学生別科入館 (4月入学)の応募者と結果

1. 01願者・ 54人('i'国38、台湾6、純凶2、その他8ヶl.!il、タイ、ベトナム、 ドイツ、デンマー夕、モン

ゴノレ、ブラジノレ、オラング、ロシア作 1)

2.合終者 2 1 人(中国 10 、 台湾6 、 ~1/.1:1ヰ 2 、その他3 ヶ 1]，1ベ トナム、デンマー夕、オラング作 1 ) 

留学生5)I!f'H:J:、人っと刻扱の胤'!包及び出版i!闘を、 2{ドiiijlこが予¥¥'cb上からダウンロードできるようにしたこと、また、
近年の11本ブームの彬轡からか、出願者の多国府化が徐々に広がってきました。
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-中国;河北大学で留学生別科の現地面後を実施しました。

rnl!谷大学留学生}] I)科と河北大学掴際合作処とのfi.lq.之E受人に閲する協定;'.~J に基づき、 10 刀 2511 (上)に現地
図筏を実施しました。/iif似て学から打倒された3名の学往は、 2時間半にわfこ切、悠記ぷ験や側.)1)而談などの島憶

を受け、 1!l'，tJ¥合絡になりました。

1.而俊樹l稲.t.ITJ.iI則撤授(法学部)
2 . 耐脚:撒 iuJ~t大明色町の学生3名
3 制女場所河.It大学|説際教1'fHlH:先[1'心
4. IU雌H布Illl 2∞8作10fJ 25 日 (:ω16・∞~18:30



-初修外国語スピーチコンテストが開催されます

!1j;ll'tiI例の初{I汐H23JEコンテストを今年む1~Ifl'(j虫し1;-'-

このコンテストは外凶~l}や管に井円ーるそチペーシJ ンをρiめるた均、 1999 fF.・に「中国~1iß音論 ・ スヒーチコンテストJ

として初めてIm{r(;しました。 2∞1年度に'1ドイツ川・スベイン，1ft、2(腕 WJJtからフランス語が新たに力11わっており.
(fゑ6・には rn凶 J押印「税拘会長1tJrllil~ ンタ-JlrtJ が目的ら11.てし 、主す。

これ会機会に交換留学を芯寸ぜ戸生も現れるなど十"*効来もIII-n、ます。
つだ'1:たちのj"(!i干、表現力を是非見に来て下2''''0

+111I.'t: 2ω8 "1'.12月 1711ω<) 1 3: 30~ 1 (j ::JO 

+HM;r 
ドイツult 21号唱W403教室

フランス;Ut 21~.官íi503 教室

中114.;5 21日館101枚七

スベインJ証 21g官官201教室

i合人予 17/A面高

-国際部事瞳カ明了致しました 1-紫笑館1階 (旧保健管理センター)へ~

'IH:鮮総法改制こ{下~\国際郎 ・ インターナショナルラウンジ ' Wj'戸'f.)JIJfl.総耐空室は、 8月 」 口~ I 2月511まで

2 ~;館地下の仮'IÇ務室で業務を行っておりましたが.この度改修 1.'1.が光 f し、 1 2月8日よワ然災fiiilf滑(III(柿E
'i'i'PIlセンター)へ引経が完了いたしましたー ~ 

rz，定
・日本留学フェア(タイ・バンコク)に省参加

~tll 、主行政法人 11 本'7:.生文m樹品( .1八 SSO) が I.fr(-J-引 1，.j，:W/'iり Jア(タイ ・バンコク)が、 1 1 JI 2 211 
( 1すにバンコクdil人]のインターコンチネンタルホテ/レパンロクで1JJ叫し主し1ゐ
このフェアlよタイの学生のH本町'/:を{叫けるためにlli;I:IJI!Hilされているイベントで、各大切〉獅「闘がl立後現地

に主l:よそれぞれのた干の教育フログラム~~，を説明するむので、今WI11， 7 1 0 名の人得占があり主しむ

本マ:ブースには-18名のJ)j問があり、 wr/:'IJlIJf干(JC L 1')やfγ'f:j'百1・6庁先t干の数百プログラムについて11mlが
おり主した， その内、大'Z平沼lli~主命'i'~å5 r，ß'J.([が災I;ttで作 U}(特に1\ I B 八 t~ど)が取れるプログラムを tì，.C(l して

おり(11 ..j;J [f地司王とんどできなl 、4Jj兄)‘々イにおいてむ特に)..:"l院で:1必必でnl:号を修f~lできるプログラムが~必

でわると!.sじました。また、フェアのliijHに'1γ':/1公税協定伎であるチュラロンコンだ手、アサンフション大学を}{

敬aw日しましむ午前中はアサンプション大ヤをJwnし、キ;γニ本'?1生であるh凶岨S.Tana組 n四 日田先生ヤ'07{I'I立
本'μの交換臼学生、四年度交換留学l述./5-とl師会し、双)jの教育プログラムの説明や窓見交換を行l、ました。
午後からはチュラロンコン足手を訪問し、凶際I~I係$ Dusdcpom 祁1.ç'\~アカデミックエタスチェンジアドバイザ

ーのSu1叫in ~んと 1D寺m限度、双)jの大'存続裂や教iIプログラムについての1閥i交換を行L、ました。
その後、本学から交換留学 .f己資留学している:31'，の学生とI(JIJ1し、 Iyr'l:生活の状況についての報告を受!Hした
チュラロンコンJご手ではタイ市こよる佼業が小心なので、 J，HJJr'i.}ド1~ïこ ;'1:労したようで、 55学学校で鋲符，nll し徐々

にJlyy:力会ItiJめてきた結果、 今でr1l-1JWfilをあろf:.tlít1'I!A~できるようになったと Ú{，jを深めている係千でし t:...

日本骨作フヱアの杭モブース

(凶際l~i\九合、)

"-.-..ヲロンコンだや、1i7?しているヰ祥三;t'4::.と又句'.{>...."Iこ
附置されるf'ュラロンコン入学生
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トピック

・カルガリー大学と学生交換協定並びに国際憶力一般協定を新規に締結しました。

カノレjJリ一大学は防6{I"こsijt立された州立大学で、カナダでトップ7に人る人気のある大学て:--t，。
キャンハスはJ~ しし、1'1然にIIMまれ、面的主力Jレ')J') ーのダウンタウン全{1，より広く 、 200ヘクター

ル以ヒの広大な数j也を似4Tしていることでも1'T;f，て寸〉

主iと'I:M< I立が~30，0∞人(うち儲学生1，的0人)で、教介・学部、てとi二郎、ぷ祢f学部、教長学部、
人文学部、 11:デ戸部、経.'K\'学部、必主主的、 ，[i'J'並学部、J'I\'~三郎、 tl会学部など 15学部iと 60以上の

学科を訂しており、中でもコミュニケーション学、1111発学、スポーツ科学、 人類学，政策科学、

n古史学などの':.'f.科が人541を集めてb虫丸
l先に、 2008{1~Lít郊 4 JVW.蹴I交換留学生として募集中で、 2009年 3 刀にl及終巡考を実胞します。

腕立は2009作・9)1からのP定て寸。

t..̂NAυA 
:.).，"" .， .1，. 'l 

.1)パプール・ジョン・ムアーズ大学と学生交換協定を新規に締結しました。

リノくプーノレ・ジョン ・ムアーズ大o''j:.は、イギリス ・イングランド北凶rH>V'ージーサイド州の中心
打IldiであるリパプールdHこあり、 1823{ドlこs没立されたt~討城学のWI"J機関を起源と し、 3 キャンパス

6 q:ml~ÞI~数 20，000 人をJがする総合大γd付ユ大干名は、 1ß:回でも指折りの起業家であったリパプ

ーJレdi氏、サー ・ジョン ・ムアーズにらなんでつけられまし仏大学には脱党の認伴学校はありま

d必r4r.!!
吋jJV
UNIVERS汀'yOF 

C;¥LG八RY

せんが、交換1i'1"I.:II:.のためのオリエンテーション (2RliiDやコンピューターによる災JHレベルチェツ

~J.也、 EnglishHclp cJassωω~;U~のMì\~俊治)のIJII J障などサポートプログラムも充実しています。
l見に、2008{flJtm 4 JVlV陥I交換{i'I~犯主として必然'1'で、 2009{ド3)1にJi<:終湛考を実施します。
Uお立は2009{ド9)Jからの予定です二

-ァイダホ大学と学生交換協定を新規に締結しました。

アイグホ大学I立 1889{~に泊IJ，役された州立大学で、アイグホ州北西部のそスコ-îf'jに
本仰をi泣くアイグホ州1!{古の大学であり、州をit}付ーる大学?九
また、本l'fflキー¥'ンパスの{弘州北jlgffi¥(1コ主要都市コー ・ダーリン、南西部の州高官ボイシ

、市街iのツインフォーノレズ、I拘束部のアイダホフ比一Jレズにもキャンパスがありま「九

学生数l立12，476人(うち御学生制5人)で、学if!Il;!J込業 ・生命科学、商経学、教育学、工学、法学、文 ・芸術・tJ:
会科学、向然資級学、JlJ1学の8空宇部があります、

アイグiJ，大学には、学生の9:fJlf能力向上させるためのAL C P (t¥mer i can Language & Cu I ture I'rogram)プログラム
や、学生の興味|民!心のあう家族とマッチングしてフィールドトリップ等を行う FiiendshipFamilics、現地学生と 1j坦

1:: 1につき 1~211!fllil l!iι立会い、お互いのâjl-fで会話をするω川町田tionPartnersなどのザポートプログラムも充実占して



し、ます〉なお、本協定におけるiJfo1ぷd免御学生はすべて!"li)際文化学部生となり、受人交換儲ヴ:生ドよすべてぬpane田 and
Asian StucLies PI'句ram を<1'心とした国際文化学問旅籾1!{i'i~j:j:.となりま寸ユ

本学からのU応立は2010'ド9月からとなりま寸ユまた‘アイグホ大学からIjJ刻こl名の2∞9'1'-4 )~からの受人公換
問学生が決定しています。

.外国人留学生医療費補助制度終了のお知らせ

11 本そ次i浅沼憾併が:..l施してしも外!J~人位("{jl:!民療費MilYJ ;{~II.ll:が . 2009'ド3)!をもって終fし主す
*11;111支は、 外国人留学生((.[\資ï'.iJ1l fW'f: J を有ナる-r.;-)が n 4>:!J~内の附!Ji阪線機J~J勺で、 f灼'IÎixr立負傷にI~JするJWi.

を受けて田氏t'tを支払った場合に、 ~1い:L~t酎1，人f1ノド学'1:ー支援機mがその医療費の-ffflをhliWr1ーることで、終済的il
担の斜放を凶ることをfI的に:J.f地されてき主しむ‘I<:J&16 il'JJl:よりαf'fl'f.i絡「印'γJを千fするC全日が、illげUllilI
にかかわらず凶民地泌総決の)J日人が必fJ，づIjられたことにより、!長1~持制);Jにおける!~1fi.1~のfi.lj人負担!li: f1 本人学生と

同じ3'，1;~出初となっています このことにJ: り 、 州叫人Wiワ:'1:民総mrliWJr1，II1.ll:1立、 11 4>:人';~'Iーとの!n.W別検ít，IJ&のf再

来をj在京する佼Mを終えたと判断され、 γ1，1(20'1'.度をむってJJt!II:されることとなり主した。

-新留学生寮 ~! nternationa l Houseともいき』が2∞9年3月末にOP印します!
新留学生徒 WlntemationalIlou叩とい、さ』が2悶年3)は511:ニオーフン

しま寸.~lnte11lational I louse とむb 、き』 は、 j也 u術からなり、総"長1á 28'~

(うちシングル20 室、 ツイン8初 、 36 名の収容が"慌て~J

jl<!1lスペースには.自炊 ・ 洗rlom、出ftl ・ ~~Fし'宅、シャワー宅(リJ.ω、
トイレ (!)J・女)、フリースへースが先制されてい去す £た、各部1せlこは111..t，託子
、ベγト、本1伽1百餅j月1.、，屯立立5気託スタン iドごのj瓜t正附h可%悦{桁仇似B品似EA品l
ロケ一シヨンは御所や、，'r切i付1涜、また色縦ば'I~)なJjt伺lの聞にぷが多く残る);(filldíのlまi王<1'心

に(.'[1附しており、地下鉄)LA咽11訳徒!P55Jと五〈抑Wiを起点として3キャンハスそれぞ
れへのアクセスも良く、留学生の住mtrtとしてはJI:~;il'にめぐ主れた環境と Jえ主十 i先に、3JJ...Iごからの人J;I;'.(l-も決定
しており、改修 I:'jcが色、ピッチで込められているところてサ

-アジア人財資金構想 〔高度実践留学生育成事業〕第1期生 (平成19年度生)のプログラム終了

アジア人JH資金|品:[1.の'，:':jl.ll:夫S以¥'1?'I:Yrfjl('Jc;控J1 t、経済波業行方:、11本とアジアを給ぶ知I織と抜術のネットワー
ク術祭を目指して、 flみ;の企業への制伎を強くf却するWI乍1:を対象としてスタートさせた峨?九
本学からは 14 名の留つ三回:このプログラムlこ係JfIされ、 途中、」 名が進路~!I!:により fiT'ill し、 l比終的には 10 1'.の留

学生が、 ltl終プログラムを終fしどしfこQ
このプログラムは、自己分肝に始まり 、 エントリーシートのII~きカ.部俊対策、インターンシッブ、ビジネス日本切

などでも育成されており、5;1ちの参)JII者がの附多発表会のプレゼンテーターとなりました。
10名の学生は、 これから本学でのγ-修と.このプログラムを日っかし、H本の企業切;て'f，C"iIt'1-ることになワます
また、 E見丘、‘FJ戊20iF二度生がプログラムを受講中であり、さらにJl(A下皮早々 に‘1<目立21{I'J芝生の必然が行われます。

-交換留学生24名、留学生別科生15名が入学予定 (2009年4月生)

2∞9年4月より、マ4主交協定校を締結してし、る刊掛の8大う主から 24;1'，の交換ぽ於生が、 fij?生}jlJHには5カ凶
15 f:rの留学往が入学します。
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2008年度留学生別科体制

留学生別科長 プラドリー ウィリアム(国際文化学部教授) 国際センター長を兼ねる

留学生別科開講科目

科目区分 科目名(単位致) 開講 曜講 担当者 所属学部 備考

日 本 語 A (12) 前期

必

器官本

日 本 語 B (1司 後期

修
)jlj 表

科

目

日 本 の ，万土言・ 教 A (2) 前期 月3 香川真二 文学部 非常勤

日 本 の k万r. 教 B (2) 後期 ~ ゐ 4シ 今

日本の歴史・文学 A (2) 前期 月4 下問一頼 今 ~ 

日本の歴史 文学 B (2) 後期 ~ ~ ~ 今

日 本の歴史・文学 A (2) 前期 一 ー 一 一

日 日本の歴史 文学 B (2) 後期 火4 西野由紀 文学部 非常勤

本
日本の社会・文化 A (2) 前期 木4 河野秀蒔命 法学部 ~ 

日本の社会・文化 B (2) 後期 ~ 4シ ~ ~ 

事
日本の社会 文化 A (2) 前期 金4 新聞光子 社会学部

選 情 日本の社会・文化 B (2) 後期 ;，. ~ 宅，

関 日本の社会 文化 A (2) 前期 月4 松居竜五 国際文化学部

係 日本の社会
文化 B (2) 後期 ~ カ J~ ドネル シルヴ7ン 今

択 日本の経済・経営 A (2) 前期 木3 松島泰勝 経済学部
科
日本の経済・経営 B (2) 後期 ;，. 。 ~ 

目 日本の経済・経営 A (2) 前期 火4 由井 r告 経営学部

必 日本の経済・経営 B (2) 後JUJ 月3 本田英夫 ~ 

H 本の科学技術 A (2) 前期 集中講義 栗井郁雄 理工学部 7/17.18.19 

EI 本の科学技術 B (2) 後lUJ 集中講義 後藤/林/松下 今 1114.15.16 
。多 日本の武道・芸道 A (2) 前期 火4 川上孝也 別科 非常勤

日本の武道・芸道 B (2) 後期 ;，. ~ 4シ φ 

特別講義 1A B u d d h i s m (2) 前期 木4 ライト トーマス 経営学部

科 特別講義 1B B u d d h i s m (2) 後期 水3 ジャフイー ポール 法学部

特別講義 1A 聞 碁 (2) 前期 水3 藤山和登 別科 非常勤

特別講義 1B 囲 碁 (2) 後期 。 今 争 ;，. 

日 特別講義 1A 日能試1・2級対応 (2) 前期 月3 沼口恭慧 別科 φ 

特別講義 1B 日能試2級対応 (2) 後期 ;，. ;，. ;，. ;，. 

特別講義 1A 日能試l級対応 (2) 前期 ー 一 一
特別講義 1B 日能試l級対応 (2) 後期 月3 小野寺節子 別科 非常勤

特別講義 1A 日能試2・3級対応 (2) 前期 月3 稲垣宏明 法学部

特別講義 1B 日能試3級対応 (2) 後期 ;，. ;，. ;，. 

特別講義 1A 日本文化入門 (2) 前期 木3 後藤多恵 別科 非常勤

特別講義 1B 日本文化入門 (2) 後期 今 ~ 今 ~ 

特別講義 1A 日本語基礎 (2) 前期 一 一 ー

特別講義 1B 日本語基礎 (2) 後期 水3 桑山京子 別科 非常勤
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2008年度留学生別科体制(別表)

留学生別科開講科目(日本語関係科目)

科目区分 科H名(単位数) 開講 曜講(担当クラス) 担当者 所属学部 備考

火1'2(5)水1・2(6) 田尻英ニ 経済学部 5・6コーディネーター

稲垣宏明 法学部

火1・2(3A) 水1'2(3A) 金3(読解) 北川逸子 経営学部 3Aコーデイネーター

本1'2(話し方・棋字) 朝倉淳子 非常勤講師

本1'2(話し方・模字) 李 宝現 ゐ

金1'2(4) 岩男考哲 "; 

本1'2(5) 火3(臆解) 菓子回道子 4シ

必 EI 水1'2(2) 川崎恵子 "; 

本
月1'2(3;¥) 菱 志鮮 。
火1'2(6) 火3(5) 本1'2(話し方・誕字) 久留木幸子 4シ

修 語 水1'2(5)本1'2(6) 久保るみ '" 
|期 日本語A (12) 前期

火3(底解)水)'2(4) 黒田志保 4シ

金1'2(5) 金3(読解) 篠原みゆき "; 

科 係 金1'2(38) 金3(読解) 高岸雅子 今

科
火)'2(38) 火3(鹿解)水)'2(38) 田川恭識 "; 38コーディネーター

金3(6) 塚田智冬 4シ

日 日 月1'2(2) 辻野里技 4シ

月1'2(6) 中井好男 今

月1.2(5)金)'2(3A) 沼口恭慧 ぞ》

金)'2(6)金3(5) 坂東正子 宅，

金3(読解) 福寓奈美 "; 

月1・2(4) 火1・2(4)火3(聴解) ニ登由利子 。 4コーディネーター

火1'2(2)火3(6)金)'2(2) 森田美恵子 "; 2コーディネーター

月)'2(38) 本1'2(話し方・漢字) 吉田英美 今

火1'2(5)水1'2(6) 田尻英ニ 経済学部 5'6コーデイネーター

稲垣宏明 法学部

火1'2(48) 水1'2(48) 金3(読解) 北川逸子 経営学部 4Bコーディネーター

本)'2(話しか毘字) 朝合淳子 非常勤講師

本)'2(話し方・慌字) 李 宝現 。
金1'2(4A) 岩男考哲 "; 

月1'2(6) 金3(読解) 小野寺節子 今 後期~

本1'2(5) 火3(聴解) 菓子聞道子 今

必 H 水1'2(2) 川崎恵子 "; 

本
月1'2(3;¥) 本1'2(話し方・模字) 菱 志鮮 今

月1'2(48) 木村典子 ィシ 後期~

修 J長 火1'2(6) 火3(5) 木)'2(話し方・漢字) 久冨木幸子 今

|瑚 日本語B (12) 後期
水1'2(5)本1'2(6) 久保るみ 今

火3(底解)水1'2(4A) 黒田志保 "; 

科 係 金)'2(5) 金3(読解) 接原みゆき '" 
科

金1'2(3A) 金3(読解) 高岸雅子 タ

火1'2(3.'¥) 火3(聴解)水)'2(3A) 問川恭識 ~~ 3Aコーディネーター

日 ('1 金3(6) 塚山智冬 ~~ 

金)'2(2) 辻野里枝 。
月1・2(38) 火1'2(2) 火3(聴解) 中井好男 今

月1・2(5)金1'2(48) m口恭慧 "; 

金1'2(6)金3(5) 坂東正子 今

金3(読解) 福宮奈美 "; 

月1'2(4A) 火1'2(4A) 火3(聴解) 二登由利子 "; 4Aコーデイネーター

火1'2(38)火3(6)金1'2(38) 森田美恵子 。 38コーディネーター

月1'2(2) *1'2 (話し方・漢字) 吉田芙美 。 2コーデイネ-'1竺」
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2008年度留学生別科時間割表【前期】
1 2 3 4 

授業科目 担当者 教室 授業科目 担当者 教室 授業科目 担当者 教室 授業科目 担当者 教室

日本語A (2クラス) 辻野 4-509 日本語A (2クラス)
辻つじ野の
4-印9 日本の宗教A 香川 4-507 日本の歴史・文学A 下関 4-509 

日本語A (3Aクラス)
か萎ん
4-507 日本語A (3Aクラス) 挙 4-507 特別総1A(日本語能力試験1.21対応)

由沼ま口ぐち
21-404 日本の社会・文化A 松居 21・408

月
日本語A (3Bクラス)

吉よし田だ
4・420 日本語A (3Bクラス)

吉よし田だ
4-420 側諸義1A (日本語陸城胞3ft対応) 裕資 21・401

日本語A (4クラス) 三み登と
5-302 日本語A (4クラス) ニみ登と 5-302 

日本語A (5クラス)
ぬ招ま口ぐち
5-301 日本語A (5クラス)

ぬ招まぐ口ち
5-301 

日本語A (6クラス) 中井 5-401 日本語A (6クラス) 中井 5-405 

日本語A (2クラス)
義ti，dtE1aj主elal b 4-508 日本語A (2クラス) 正im面 4-508 日本語A (聴解2) 黒田 4・307 日本の経済・経営A

由ゆい井 4-405 

日本語A (3Aクラス) 4-312 日本語A (3Aクラス) 4-312 日本語A (聴解3A) 菓か子しだ回 2-410 日本の武道・芸道A
か川わか上み
2・503

火
日本語A (3Bクラス)

田たが川b 
5-502 日本語A (3Bクラス)

田たが川わ
5-502 日本語A (聴解3B)

田たが川わ
2-509 

日本語A (4クラス) 三み登と
21-407 日本語A (4クラス) 三み登と

21-407 日本語A (聴解4) 三み登と
21-407 

日本語A (5クラス)
田たじ尻り
21-408 日本語A (5クラス)

田たじ尻り
21-408 日本語A (5クラス) タ説〈品?品 2・507

日本語A (6クラス) 久〈冨ぷl!-木 4-507 日本語A (6クラス) 久〈冨ぷき木 4-507 日本語A (6クラス) 2-311 

日本語A (2クラス) ?目揺 4-508 日本語A (2クラス) 稲垣 4-508 特別講義 1A (囲碁)
ゐ藤じゃ山ま
4-505 

日本語A (3Aクラス) き北たがjlb l 4-306 日本語A (3Aクラス)
き北たが川わl 
4-306 

水
日本語A (3Bクラス)

田たが川わ
4・505 日本語A (3Bクラス)

田たが川b 
4-505 

日本語A (4クラス) ゑ1S 2-411 日本語A (4クラス) 黒田 2-411 

日本語A (5クラス) 久保 2-203 日本語A (5クラス) 久保 2-203 

日本語A (6クラス) 田尻 21-508 日本語A (6クラス)
田たじ尻り
21-508 

日本語A (話し方針 李 4-510 日本語A (漢字2) 李 4・510 日本の経済・経営A 識Ea旨 2-310 日本の社会・文化A
河'IJ・h野の
4・509

日本語A (話し方3A) 舗雀 21-403 日本語A (漢字3A) 読谷 21-403 特別講義1A (日本文化入門) 2・508 特別講義1A (Buddhism) ライト 2-509 

木
日本語A (話し方3B)

長バ蓄松幸品1E 
21・503 日本語A (漢字3B)

久車吉え拾よ〈富ぷLみ田だ主本
21・503

日本語A erィヘ~ト) 2-507 日本語A (漢字4) 2-507 

日本語A (5クラス) 2-304 日本語A (5クラス) 2-304 

日本語A (6クラス) 久保 2-508 日本語A (6クラス) 2-508 

日本語A (2クラス)
諸ぶ品白
4・507 日本語A (2クラス) 諸会I白a 4-507 日本語A (読解入門) 経質 4・印6 日本の社会・文化A 新聞 4-506 

日本語A (3Aクラス) 4・312 日本語A (3Aクラス) 4-312 日本語A (精読3A) 3福5富露 4-301 
金
日本語A (3Bクラス) 議書 4-505 日本語A (3Bクラス) 詰露 4-505 日本語A (精読3B) 2・303

日本語A (4クラス)
岩いわ男お
2-408 日本語A (4クラス)

岩いわ男お
2-408 日本語A (多読) き北たがJIわl 2-404 

日本語A (5クラス) 議震 5-403 日本語A (5クラス) 議髭 5-403 日本語A (5クラス)
後塚最田
2-305 

日本語A (6クラス)
ば坂ん東どう
4-417 日本語A (6クラス)

I坂Zん東どう
4-417 日本語A (6クラス) 5-301 

日本の科学技術A 粟井部雄集中講義 (7/17・18・19 21-403) 
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授業科目

日本括B (2クラス)

日本語B (3Aクラス)

日本語B (3Bクラス)

月 日本絹B (4Aクラス)

日本語B (4Bクラス)

日本語B (5クラス)

日本語B (6クラス)

日本語B (2クラス)

日本語B (3Aクラス)

日本語B (3Bクラス)

火 日本語B (4Aクラス)

日本語B (4Bクラス)

日本語B (5クラス)

日本諦B (6クラス)

日本語B (2クラス)

日本語B (3Aクラス)

日本語B (3Bクラス)

水 日本語8 (4Aクラス)

日本語B (4Bクラス)

日本語8 (5クラス)

日本語B (6クラス)

日本語B (話し方1)

日本語B (話し方2)

日本語B (話し方3)

木 日本語B (話し方4)

日本語B (話し方5)

日本語B (5クラス)

日本語B (6クラス)

日本語B (2クラス)

日本語B (3Aクラス)

日本語B (3Bクラス)

金日本語B (4Aクラス)

日本語B (4Bクラス)

日本語B (5クラス)

日本語B (6クラス)

担当者

吉田

菱

三中井登

木村

招口

小野寺

中井

田川

森士AゴF田~ 車
ーー登
~きUたがií'

毛田川裏尻崎李

田川

黒木村田

~与ヒ色合1屯l亀r

久保

田尻
吉~し田だ

李

久冨菱木

菓会論辻子雰証野回

高岸

森田

岩沼男口

張篠原家

2008年度留学生別科時間割表【後期】
2 3 4 

教室 授業科目 担当者 教室 授業科目 担当者 教室 授業科目 担当者 教室

4・509 日本語B (2クラス)
古よし田次官
4・509 日本の宗教B

香本川田
4・507 日本の!歴史・文学B 下問 4-509 

4-507 日本語B (3Aクラス) 菱 4・507 日本の経済・経営B 4・405 日本の社会・文化B カルド湾Jレ21-303 

4-420 日本語B (3Bクラス)
中三登井
4-420 特別講義1B(日本語能力試験l組対応)

，時?議昔I討首尋
21-408 

5-302 日本語B (4Aクラス) 5-302 特別講義1B(II械能力試舵制応) 21・404

4-510 日本語B (4Bクラス) 木村 4-510 特別講義1B (u本語能力試験!311対応) 21・401

与301 日本語B (5クラス) 5-301 

智子
5-504 日本語B (6クラス) ら504

4-508 日本語B (2クラス) 4・508 日本語B (聴解1) 黒田 4-307 日本の武道・芸道B JlIJ二 2-503 
4-312 日本語B (3Aクラス) 田川 4-312 日本語B (聴解2) 中井 2-410 日本の歴史・文学B 西野 4-305 

5-502 日本語B (3Bクラス)
森三登田

ら502 日本語B (聴解3)
菓田子川岡

2・509

21-407 日本語B (4Aクラス) 21-407 日本，活B (聴解4) 4-510 

5-401 日本語B (4Bクラス) ~t Jl I 5-401 日本語B (聴解5)

久三語宮J登白本
21・407

21-408 日本語B (5クラス)

集川白築1鴎成李
21・408 日本語B (5クラス) 2-507 

4・507 日本1mB (6クラス) 4-507 1:1本語B (6クラス) 2-311 

4-509 日本語B (2クラス) 4-509 特別講義 1B (閥碁) 藤山 4-505 特別講義 1B (日本語基礎) 桑山 2-404 

4・306 日本語B (3Aクラス) 田川 4-306 特別講義 1B (Buddhism) ジャフイー 2・507

4・505 日本訴B (38クラス) 木村 4-505 

2-411 日本語B (4Aクラス) 黒田 2-411 

4-507 日本語B (4Bクラス) ;ftlll 4・507

2-203 日本語B (5クラス) 久保 2・203

21-508 日本語B (6クラス) 田尻 21・508

4-510 日本語B (漢字1)
吉』邑し田2巴
4-510 日本の経済・経営B

松後藤島
2・310 日本の社会・文化B 河野 4-509 

21-403 日本語B (漢字2)

久〈-留学葺A日A4p 木

21-403 特別講義1B (日本文化入門) 2・508

21-503 日本語B (漢字3) 21-503 

2・507 日本語B (漢字4) 2-507 

4・509 日本語B (漢字5)

菓会誠辻子鼻会野出f 
4-509 

2-304 日本語B (5クラス) 2-304 

5-403 日本語B (6クラス) 5・403

4・507 日本語B (2クラス) 4-507 日本語B (読解1) 篠原 4・506 日本の社会・文化B 新田 4・506

4・312 日本語B (3Aクラス) 高岸 4-312 日本訴B (読解2)

論諸3Ei島iif T 
4・301

5-502 日本語B (38クラス) 森田 5-502 日本語B (読解3) 2・303

2-408 日本語B (4Aクラス)
沼岩男口
2-408 日本語B (読解4) 2-404 

4-510 日本語B (4Bクラス) 4-510 1:1本訴B (読解5)
小坂野東寺

4・510

5-403 日本語B (5クラス) 篠原 5-403 日本語B (5クラス) 2・305

4-417 日本語B (6クラス) 坂東 4-417 日本語B (6クラス) 塚田 5-301 

日本の科学技術B 後藤義昭/林 久夫/松下陵之 集中講義 (1/14・15・16 21・405)



2008年度留学生別科授業・講義 受講状況

日本語関係科目(前期:日本語A)

2クラス 11名〈別科生:3名 交換生:8名〉 コーディネーター:森田美恵子
担当者名:辻野 里枝(月 1・2) ・森田美恵子(火1・2) ・川崎 恵子(水1・2) ・森田美恵子(金1・2)

3Aクラス 13名〈別科生:7名 交換生:6名〉 コーディネ一歩一:北JII 逸子
担当者名:菱 志鮮(月 1・2)・北川逸子(火 1・2) ・北川逸子(水1・2) ・沼口恭恕(金1・2)

36クラス 12名〈別科生:4名 交換生:8名〉 コーディネーター:田JII 恭諮
担当者名:吉田英美(月 1・2) ・田川恭織(火1・2)・悶川恭織(水1・2) ・高岸雅子(金1・2)

4クラス 14名〈別科生:6名 交換生:8名〉 コーディネーヲー:三登由利子
担当者名:三登由利子(月 1・2) ・三登由利子(火 1・2)・黒田 志保(水 1・2) ・岩男 考哲(金1・2)
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木昭日 1講時 46名〈別科生:20名交換生:26名〉

話し方2 11名〈別科生:3名交換生:8名〉
話し方3A 13名〈別科生:7名交換生:6名〉
話し方3B 12名〈別科生:4名交換生:8名)
デイベート 10名〈別科生:6名交換生:4名)

木曜日 2講時 46名〈別科生:20名 交換生:26名〉
漢字2 12名〈別科生:3名交換生:9名〉

漢字3A 9名〈別科生:7名交換生:2名)

漢字3B 10名〈別科生:1名交換生:9名〉
漢字4 15名〈別科生:9名交換生:6名〉

金曜日 3講時 47名〈別科生:20名 交換生:27名〉
読解入門 11名〈別科生:3名交換生:8名〉

精読3A 13名〈別科生:7名交換生:6名〉

精読3B 11名〈別科生:3名交換生:8名〉

多読 12名〈別科生:7名交換生:5名〉

担当者名:李 宝理
担当者名:朝倉淳子

担当者名:吉田英美

担当者名:久富木幸子

担当者名:李 宝現
担当者名:朝倉淳子

担当者名:吉田英美

担当者名:久富木幸子

担当者名:篠原みゆき

担当者名:高岸雅子

担当者名:福富奈美

担当者名:北川逸子
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6クラス コーディネーター:田尻英三
月暇日 l講時 6名〈別科生:5名 交換生:1名〉 担当者名:中井好男
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日本語関係科目(後期:日本語8)

2クラス 13名〈別科生:9名 交換生:4名〉 コーディネーター:吉田芙美
担当者名:吉田芙美(月 1・2)・中井好男(火 1・2) ・川崎恵子(水1・2) ・辻野里枝(金1・2)

3Aクラス 10名〈別科生:4名 交換生:6名〉 コーディネーター:田)11 恭麓
担当者名:萎 志鮮(月 1・2)・田川恭識(火 1・2)・岡川恭識(水1・2) ・高岸雅子(金1・2) 

3Bクラス 11名〈別科生:5名 交換生:6名〉 コーディネーター:森田美恵子
担当者名:中井 好男(月 1・2) ・森田美恵子(火 I・2) ・木村 典子(水1・2) ・森田美恵子(金 1・2) 

4Aクラス 10名〈別科生:1名 交換生:9名〉 コーディネーター:三登由利子
担当者名:三登由利子(月 1・2) ・三景由利子(火 l・2) ・黒田 志保(水1・2) ・岩男 考哲(金1・2) 

4Bクラス 10名〈別科生:9名 交換生:1名〉 コーディネーター:北川 逸子
担当者名:木村典子(月 1・2)・北川逸子(火1・2)・北川逸子(水 1・2)・沼口恭想(金 1・2)

日本語選択必修クラス コーディネーター:北川 逸子

火曜日 3講時 53名〈別科生:28名 交換生:25名〉

聴解1 12名〈別科生:9名交換生:3名〉 担当者名:黒闘志保

聴解2 11名〈別科生:4名交換生 7名〉 担当者名:Iド井好男

聴解3 11名〈別科生:5名交換生:6名〉 担当者名:菓子間道子

聴解4 8名〈別科生:3名交換生:5名〉 担当者名:Ifl川恭識
聴解5 11名〈別科生:7名 交換生:4名〉 担当者名:三登由利子

木曜日 1講時 50名〈別科生:28名 交換生:22名〉

話し方 1 13名〈別科生:9名交換生:4名〉 担当者名:吉日l芙美

話し方2 10名〈別科生:4名交換生:6名〉 担当者名:李 宝現
話し方3 12名〈別科生:5名交換生:7名〉 担当者名:菱 志鮮

話し方4 6名〈別科生:1名交換生:5名〉 担当者名:久百本幸子

話し方5 9名〈別科生:9名交換生:0名〉 担当者名:朝合淳子

木曜日 2講時 52名〈別科生:28名 交換生:24名〉

漢字 1 7名〈別科生:4名交換生:3名〉 担当者名:吉田芙美

漢字2 14名〈別科生:9名交換生:5名〉 担当者名:李 宝攻
漢字3 10名〈別科生:4名交換生:6名〉 担当者名:菱 志鮮

漢字4 11名〈別科生:2名交換生:9名〉 担当者名:久冨木幸子
漢字5 10名〈別科生 9名交換生 1名〉 担当者名:朝合淳子

金曜日 3講時 49名〈別科生:28名 交換生:21名〉
読解 1 13名〈別科生:9名交換生:4名〉 担当者名:篠原みゆき
読解2 10名〈別科生:4名交換生:6名〉 担当者名:福宮奈美

読解3 11名〈別科生:5名交換生:6名〉 担当者名:高岸雅子

読解4 8名〈別科生:3名交換生:5名〉 担当者名:北川 逸子

読解5 7名〈別科生:7名交換生:0名〉 担当者名:小野寺節子
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日本事情関係科目(前期)

日本の宗教A 担当者名:香JII 真ニ(月 3)
サプテーマ:日本の文化と宗教

受講者数:1名〈別科生:0名 交換生:1名〉

日本の歴史・文学A 担当者名:下問一頼(月 4) 
サプテーマ:日本文化の歴史

受講者数:16名〈別科生:4名 交換生:12名〉

日本の社会・文化A 担当者名:河野秀穂命(木4) 
サプテーマ:第二次大戦後の日本政治史

受講者数:27名〈別科生:8名 交換生:19名〉

日本の社会・文化A 担当者名:新田 光子(金4) 
サプテーマ:日本の大学で学ぶ

受講者数:8名〈別科生:2名交換生:6名〉

日本の社会・文化A 担当者名:松居竜五(木4)
サプテーマ:マンガと日本文化

受講者数:4名〈別科生:2名 交換生:2名〉

日本の経済・経営A 担当者名:松島事勝(木3)
サプテーマ:沖縄の経済を学ぶ

受講者数:9名〈別科生:3名 交換生:6名〉

日本の経済・経営A 担当者名:白井 浩{火4) 

サプテーマ:
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受講者数:18名〈別科生:7名 交換生 :11名〉

日本の科学技術A 担当者名:粟井郁雄(集中講義:7/17-19) 
サプテーマ:

受講者数:4名〈別科生:3名 交換生:1名〉

日本の武道・芸道A 担当者名:川上孝也(火4) 

サプテーマ:武道・芸道のなりたち

受講者数 4名〈別科生:4名 交換生:0名〉

特別講義1A 担当者名:Tom Wright (木4)
サプテーマ:Zen Buddhism-Bodhidharma to Uchiyama 
受講者数:5名〈別科生:0名 交換生 5名〉

特別講義 1A 担当者名:藤山和畳(水3) 
サプテーマ:日本の伝統ゲーム(聞碁)

受講者数 :11名〈別科生:7名 交換生:4名〉

特別諦義 1A 担当者名:沼口恭慧(月 3) 
サプテーマ:日本語能力試験 1・2級対応

受講者数:19名〈別科生:8名 交換生 :11名〉

特別講義 1A 担当者名:稲垣忠明(月 3)

サプテーマ:日本語能力試験2・3級対応
受講者数:22名〈別科生:10名 交換生:12名〉

特別講義 1A 担当者名:後藤多恵(木3)

サプテーマ:日本文化入門

受講者数:16名〈別科生:9名 交換生:7名〉

日本事情関係科目(後期)

日本の宗教B 担当者名:香川 真ニ(月 3) 
サプテーマ:日本の歴史と宗教

受講者数:2名〈別科生:0名 交換生:2名〉

日本の歴史・文学B 担当者名:下問一頼(月 4)

サプテーマ:日本文化の歴史

受講者数:7名〈別科生:1名 交換生:6名〉

日本の歴史・文学B 担当者名:西野 由紀(火4)
サプテーマ:京都の歴史と文学

受講者数:4名〈別科生:1名 交換生:3名〉

日本の社会・文化B 担当者名:河野秀蒔命(木4)
サプテーマ:経済発展と社会変容

受講者数:26名〈別科生:12名 交換生:14名〉

日本の社会・文化B 担当者名:新田 光子(金4) 
サプテーマ:日本の生活文化と伝統

受講者数:7名〈別科生:4名 交換生:3名〉

日本の社会・文化B 担当者名:カルドネル シルヴァン(月 4)
サプテーマ:日本人論でみる日本の社会と文化

受講者数:7名〈別科生:5名 交換生:2名〉
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日本の経清・経営B 担当者名:松島泰勝(木3)
サプテーマ:沖縄の経済を学ぶ
受講者数:16名〈別科生:7名 交換生:9名〉

日本の経済・経営B 担当者名..本田 英夫(月 3) 
サプテーマ:企業つてなんだろう?
受講者数:lO名〈別科生:6名 交換生:4名〉

日本の科学技術B 担当者名:物質化学科(集中講義 1/14..w16) 
1/14 担当:林 久夫 1/15 担当:後藤義昭 1/16 担当:松下隆之
サプテーマ:現場で見る日本の先端科学技術
受講者数:lO名〈別科生:4名交換生:6名〉

日本の武道・芸道B 担当者名:川上孝也(火4)
サプテーマ:演じることから見えるもの

受講者数:8名〈別科生:3名交換生:5名〉

特別講義1B 担当者名:Paul Jaffe (水3)
サプテーマ:Survey of Buddhism 
受講者数:8名〈別科生:3名 交換生:5名〉

特別講義1B 担当者名:藤山和登(水3) 
サプテーマ:日本の伝統ゲーム(聞碁)
受講者数:20名〈別科生:16名 交換生:4名〉

特別講義1B 担当者名:小野寺節子(月 3)
サプテーマ:日本語能力試験1級対応
受講者数:10名〈別科生:5名 交換生:5名〉

特別講義 1B 担当者名:沼田恭餓(月 3)
サプテーマ:日本語能力試験2級対応
受講者数:18名〈別科生:10名 交換生:8名〉

特別講義1B 担当者名:稲垣宏明(月 3) 

サプテーマ:日本語能力試験3級対応
受講者数:15名〈別科生:10名 交換生:5名〉

特別講義1B 担当者名:後藤多恵(木3)

サプテーマ:日本文化入門
受講者数:26名〈別科生:13名 交換生:13名〉

特別講義1B 担当者名:桑山京子(水4)
サプテーマ:日本語基礎
受講者数:1名〈別科生:1名交換生:0名〉
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交換留学生数推移(受入・派遣) 大学別
単位(人)

アジア 北米 オセアニア ヨーロッパ

E盟i去12E復上中外; 大辿国 岡大東車子ユザT 
J干zすTZt己手42Zレl1明4由7iリtFL J主S2守主干85古章仏量天院未国 参孟主工古主...，脅ま♀車主z 1 と

Rマフ
キ辛主γジJf P リ主主干~ ヨベベオパパ

旦海国 済連岡亜弓凸;ツf MI'リ ヨ主，Tレ子ン'" エク李号E l レル
師人 工 〆ン

I 4re dダ〆 エ. ン. 手-. 、ンン、 フ、ンセロ

大範民 大業大大コヨ
T ヅ l 都 7〉ース ヨ スシ f大学ナ自台

大大 大 ン学美 大クス

学大itE学A事玉本?i主長主学よ学語進学大E学
学学学 学学学学李 学大学学大

1989年
受入 3 s 
派遣 3 4 

問90年
受入 5 s 
派遣 3 

1991年
受入 5 

派遣 3 

四92年
受入 3 

派遣 3 3 

1993年
受入 3 2 31 3 2 141 

派遣 3 2 31 3 3 1~ 

1994年
受入 3 3 31 3 2 151 

派遣 3 2 31 2 2 131 

1995年
受入 3 3 31 3 131 

派遣 3 3 31 3 14 

1996年
受入 3 3 31 3 2 15 

派遣 3 3 31 3 2 16 

1997年
受入 3 3 2 31 1 11 2 16 

派遣 3 3 31 3 2 16 

1蜘年
受入 3 3 31 3 11 2 11 1 2 21 

派遣 3 31 3 11 1 ワ 21 2 21 

l卿年
受入 3 3 31 3 11 2 21 3 21 1 24 

派遣 3 3 31 3 21 1 21 3 21 2 調

2卿年
受入 3 3 2 21 3 11 1 21 3 31 1 26 

派遣 3 2 31 3 11 1 21 3 31 2 訂

2001年
受入 3 3 21 2 11 2 21 2 2 21 

派遣 3 4 31 3 11 2 31 2 21 2 羽

2∞2年 受入 3 31 2 3 11 1 21 1 21 2 11 1 M 
派遣 3 3 31 9 31 3 2 21 3 31 2 21 2 42 

2∞3年 受入 3 31 3 3 2 51 1 11 2 31 3 2 11 1 お

派遣 3 21 2 3 31 3 2 31 2 21 2 42 

2∞4年 受入 3 31 3 3 11 1 11 1 21 3 31 3 31 1 4 調

派遣 3 41 3 3 11 1 11 4 21 1 11 1 31 2 21 1 お

2術年
受入 2 31 3 3 11 3 31 2 31 6 61 3 l担

派遣 3 31 1 3 2 2 21 3 41 3 11 2 31 2 訂

2側年
受入 11 2 31 3 31 2 21 2 41 1 21 2 11 2 31 7 9 21 1 21 49 

派遣 11 2 31 4 31 2 2 11 1 11 2 11 4 21 3 31 1 11 3 21 2 2I4a 

捌 7年
受入 21 3 31 1 21 3 31 2 21 4 3 31 3 11 2 21 10 31 3 31 2 1日

派遣 11 2 31 5 31 2 21 2 51 2 11 1 11 1 11 2 11 3 21 2 314a 

加 8年
受入 11 2 31 3 11 4 61 2 11 2 31 2 4 31 4 11 2 31 4 41 1 3 31 62 

派遣 21 2 31 1 31 2 2 2 41 1 21 1 2 11 1 11 1 41 3 11 1 1141 

ムu 叫111 
受入 日 2 61 21 201 2 61 50 71 19 61 14 31 12 01 3 。。 421 39 7125 221 28 421 13 3却 141 0 81 2 9却l
派遣 511 2 61 17 181 2 01 45 61 16 21 16 51 10 幻 6101 1 391 41 111 1~ 171 21 羽 221 2 加 181 4 31 1 614剖

詑合計 107 41 12 指 381 4 61 95 13 35 8 羽目 22お 9110 11 81 加 18431 39 491 71 お 540 担 4111 3 151989 
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留学生数推移(受入) 在籍区分別
単位(人)

大学院
短期 留学生

特別留学生※ 外国人特別生
特別

学部 受入交換留学生 受入交換留学生以外
専攻生
研究生 合計

M I D I L S 大学 別科
学部 MID  学部 MID  

MID  

1977 2 4 

1978 l 3 

1979 l 3 5 

1980 1 2 3 6 

1981 1 2 

1982 2 

1983 

1984 3 5 

1985 7 3 2 11 3 26 

1986 17 11 7 2 38 

1987 19 18 2 24 64 

1988 
前期 27 17 4 38 13 99 
後期 27 17 4 43 23 114 

1989 
前期 37 17 5 49 16 125 
後期 40 17 5 46 21 130 

1990 
前期 48 15 8 39 23 2 135 
後期 57 14 8 42 23 2 146 

1991 
前期 77 28 7 35 17 2 167 
後期 83 27 7 47 24 2 192 

1992 
前期 98 27 8 39 13 187 
後期 108 26 8 44 25 213 

1993 
前期 116 24 15 2 39 28 2 227 
後期 122 23 15 2 45 31 1 2 241 

1994 
前期 128 24 16 40 26 5 l 241 
後期 132 24 18 51 26 5 1 258 

1995 
前期 129 30 20 45 22 2 2 251 

後期 122 31 20 45 21 3 2 245 

1996 
前期 131 37 17 33 14 7 6 245 
後期 139 39 17 42 15 7 7 266 

1997 
前期 145 35 19 45 17 6 4 272 
後期 150 38 18 49 24 7 4 290 

1998 
前期 170 31 16 32 20 3 6 278 
後期 174 30 17 45 21 3 6 296 

1999 
前期 176 38 22 49 18 3 4 310 
後期 175 36 22 61 25 5 4 328 

2000 
前期 170 41 20 46 28 5 2 3 315 
後期 171 40 19 59 30 6 2 3 330 

2001 
前期 235 42 18 55 23 4 2 4 383 
後期 231 43 19 2 59 22 4 2 4 386 

2002 
前期 266 41 18 2 45 17 3 6 l I 400 

後期 274 40 18 2 53 15 4 6 2 1 416 

2003 
前期 317 39 18 48 20 3 3 2 3 3 4 461 
後期 324 36 19 41 23 5 4 2 3 1 2 4 465 

2004 
前期 356 42 23 2 34 18 7 3 2 1 2 3 493 
後期 352 41 21 2 41 25 11 2 1 2 3 501 

2005 
前期 352 43 21 3 29 32 12 5 1 4 502 
後期 354 45 20 3 35 26 12 7 4 506 

2006 
前期 354 40 19 1 4 33 33 6 7 6 503 

後期 349 46 19 4 36 38 6 10 2 7 519 

2007 
前期 337 42 15 2 24 46 8 8 3 2 10 498 

後期 332 46 14 1 2 33 45 6 4 3 10 497 

2∞8 前期 324 46 16 1 1 32 53 5 7 3 6 494 
後期 L3J日- 5L L___l_8 44 49 5 6 2 2 3 6 501 

※1977年度-2∞1年度までは、特別留学生、外国人特別生、特別専攻生も含んだ合計数です。
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※受入留学(海外から龍谷大学へ留学)

留学生数推移(受入) 所属別①
単位(人)

1985 1986 1987 
1988 1989 1990 1991 1992 1993 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後JVJ 前期 後期 前期 後期

正 文 学 部 3 4 3 2 3 3 3 3 3 3 10 10 14 13 

M 文学研究科 3 8 11 8 8 8 8 7 7 15 15 12 12 9 8 

D 文学研究科 2 2 6 6 4 4 6 6 11 11 

特 文 学 部 3 2 2 3 4 4 7 6 3 3 6 7 

特 文学研究科 2 2 

D 研 究 生

計 8 13 16 14 14 15 15 22 22 29 29 32 32 41 40 

正 経済学部 3 6 11 12 15 17 20 26 36 44 45 53 56 61 

M 経済学研究科 2 2 6 5 8 7 5 5 

D 経済学研究科

特 経清学部 3 4 7 9 8 5 4 3 6 6 6 

特 経済学研究科

D 研 究 生

員十 4 7 15 17 23 27 30 33 43 53 56 66 68 73 

正 経営学部 6 10 8 10 10 16 16 19 19 25 22 26 25 20 18 

M 経営学研究科 3 7 9 9 7 7 6 o 6 6 6 6 6 6 
D 経営学研究科 2 2 3 3 2 2 3 3 2 2 3 3 

特 経営学部 7 14 7 10 8 9 6 10 3 8 6 7 

特 経営学研究科 2 2 

言f 6 13 16 28 35 33 36 35 35 42 43 37 41 36 35 

正 法 学 部 3 3 3 4 6 9 13 14 16 19 23 27 

M 法学研究科 2 2 

D 法学研究科

特 法 学 部 2 3 5 2 3 3 7 9 10 

特 法学研究科

計 4 5 5 6 9 14 15 17 19 26 35 40 

M 理工学研究科

D 理工学研究科

特 理工学部

言1・

正 社会学部 3 3 

M 社会学研究科 2 2 

特 社会学部

特 社会学研究科

言十 2 2 6 6 

正 国際文化学部

M 国際文化学研究科

特 国際文化学部

特 国際文化学研究科

言十

正短期大学 2 2 

留学生別科 11 7 24 38 43 49 46 39 42 35 47 39 44 39 45 

lロh 計 26 38 64 99 114 125 130 135 146 167 192 187 213 227 241 

凡例:D:博士課程 正:正規留学生

M:修士課程 特:特別留学生
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留学生数推移(受入) 所属別②
単位(人)

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2∞o 2001 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

正 文 学 部 13 13 18 16 11 11 12 12 13 13 7 7 6 6 8 8 

M 文学研究科 9 9 10 10 12 12 11 11 8 8 10 10 10 9 6 6 

D 文学研究科 12 12 14 14 8 8 7 6 3 3 6 6 6 6 8 8 

特 文 学 部 8 7 5 7 8 7 9 9 7 7 7 9 12 10 6 6 

特 文学研究科 2 2 5 5 4 4 3 3 3 3 5 5 5 5 

D 研 究 生 l 2 2 5 6 4 4 6 6 4 4 3 3 3 3 

百十 44 43 51 51 49 49 47 46 40 40 37 39 42 39 36 36 

正 経情学部 62 68 62 58 60 56 61 56 57 48 45 36 32 34 38 46 

M 経済学研究科 4 4 6 7 8 10 7 10 10 10 15 14 14 14 16 18 

D 経i斉学研究科 2 3 3 4 4 4 4 4 5 5 5 5 5 4 5 

特 経消学部 3 5 5 3 2 4 2 5 5 2 5 2 41 

特 経済学研究科 3 3 l 2 2 

D 研 究 生 1 1 

計 70 79 76 71 75 73 75 75 71 65 70 60 55 60 61 74 

.正 経営学部 21 21 20 19 14 12 9 9 8 8 6 6 6 5 14 13 

M 経営学研究科 6 6 6 6 6 6 4 4 3 3 5 5 7 7 5 5 

D 経営学研究科 3 3 3 3 4 4 5 5 4 4 3 3 1 1 1 1 

特 経営学部 3 6 6 2 4 3 5 5 8 4 5 4 2 3 3 

特 経営学研究科 1 1 

百十 31 33 35 34 27 27 21 23 20 23 18 19 18 15 23 22 

正 法 学 部 28 26 25 25 26 25 15 13 13 10 7 4 6 6 12 13 

M 法学研究科 4 4 6 6 9 9 11 11 8 7 5 5 7 7 5 5 

D 法学研究科 3 3 4 4 7 7 7 6 5 5 

特 法 ~'t 部 12 10 5 4 2 2 2 3 3 

特 法学研究科 3 3 2 

首f 47 43 36 36 37 36 30 29 27 23 20 20 23 22 23 23 

M 理工学研究科 1 1 1 

D 理工学研究科 1 1 1 1 

特 理工学部 1 1 1 l 2 2 1 

1 1 2 2 1 3 3 3 3 2 2 

正 社会学部 4 4 4 4 3 3 l 1 l 1 1 1 

M 社会学研究科 1 1 2 2 2 2 2 1 2 1 1 

特 社会学部 l 1 l 

特 社会学研究科 1 1 1 1 

計 7 7 5 5 6 6 3 3 4 3 3 2 1 l 3 2 

:iE 国際文化学部 17 31 47 59 78 94 110 121 119 119 160 150 

M 国際文化学研究科 2 2 8 8 

特 国際文化学部 2 5 3 3 7 10 11 9 

特 国際文化学研究科 1 

at 17 31 49 64 81 94 110 124 128 132 180 168 

正短期大学 1 1 1 1 2 2 

留学生別科 40 51 45 45 33 42 45 49 32 45 49 61 46 59 55 59 
i口h 計 241 258 251 245 245 266 272 290 278 296 310 328 315 330 383 386 

凡例:D:博士課程 正:正規留学生

M:修士課程 特:特別留学生
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留学生数推移(受入) 所属別③
単位(人)

2002 2003 2∞4 2005 2006 2007 2008 2009 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 f長期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

学 さ詫 II 12 12 13 13 16 15 18 18 18 17 18 19 18 18 
M 学 汗究苧 6 6 8 8 8 8 8 8 4 4 3 3 2 2 
D 学 牙究苧 8 8 5 6 7 7 7 7 9 9 6 6 6 6 

Cl"WI :科 D
F 苦 4 4 1 1 

手術 :科 (M 2 2 1 4 
-rWI .叶 D
F 吾 4 3 3 3 2 9 8 7 8 10 11 9 18 19 

を誹す
.寸 M 3 3 2 2 5 8 7 7 3 3 4 4 3 
:科 (D 2 2 2 2 

主詰J青究字 3 3 2 2 3 3 4 4 8 8 5 5 
37 36 40 40 43 51 51 50 46 47 51 50 53 53 

学 i~ 't-晋 54 61 66 72 74 72 69 73 72 69 74 72 75 74 
M 17 16 13 10 12 11 14 17 13 16 11 11 17 21 
D 6 6 5 8 8 7 8 8 6 6 7 6 5 6 

‘~)!. 翻 M 2 
J- 品 a

事HD 3 
学音 1 1 2 2 1 3 2 2 3 

-宰;gJ-! h!I-~ ~HM 

学晋 4 3 3 4 7 4 6 10 6 
1揖宅 a防f究科{M 2 2 2 3 1 1 1 

明電 済 学研 究李 2 I 1 1 1 2 
画 情 詳細 究 1ミ 2 1 

言 81 87 92 95 98 91 97 108 101 104 101 100 106 108 
学 脅 さ詳 17 17 20 19 29 29 30 30 29 29 32 32 35 34 
M 営 学研 究 3 3 2 2 6 6 7 7 5 5 
D 営営学研学究

;! ・ 1 

~ 営学 u 2 2 l 
:科・(M
哲学習 1 3 4 2 4 7 5 8 8 9 11 10 9 

営守Z丑 M 1 2 
22 22 28 28 34 36 40 37 43 43 48 50 50 50 

学 d 14 15 21 23 29 29 30 29 29 29 29 24 20 16 
M t 学 t骨究 3 3 5 5 6 6 5 4 3 5 5 7 5 4 
D 
t 学』t 
庁究 3 3 2 3 3 1 1 1 2 

4 割 ; 1 1 1 
~ lE学研須:科 (D
E 学 潤 2 2 4 4 3 4 5 5 。 5 6 8 11 
j明 許話三 l 1 1 1 
it学 f牙究苧 1 1 1 1 1 2 2 
計 21 25 33 38 46 44 40 39 39 41 41 39 34 33 

学 工雪 間 2 2 4 3 4 6 7 7 7 7 7 7 9 8 
M 工学研究持(M l 1 1 1 1 1 2 
外 工学研究4降(M 1 
特

工工 5 雪 間
交 間 I l 

奇回 4 3 5 4 8 7 7 7 8 8 8 8 10 11 
学 ~ :F音 2 2 2 2 4 4 5 5 4 4 4 4 5 5 
M ~ 学研 究: 2 2 2 2 3 3 
D 会 学研 究 1 3 3 
特 £z』aE ~ 
交 会 ~ I 2 1 1 2 
交 会号 部 (M 2 

言 5 5 3 4 6 5 8 7 6 8 8 6 11 11 
学 電量 ヒ 翻 165 165 189 189 197 197 193 192 195 194 173 169 162 158 
M 玉 5文 ヒ主主司 吃君主 9 9 10 10 13 13 14 14 12 13 14 16 13 14 
D Dι L.+WI :苧 1 。。 4 4 5 4 3 3 1 1 1 

D 2 2 2 
五号 割 3 6 7 5 3 5 3 

M 1 3 
1)(，11 事<11先 (D 2 

間 7 6 9 12 8 8 12 5 4 10 15 14 11 8 
i:i M 2 2 2 2 1 2 1 

3 3 3 
183 183 211 214 222 224 227 220 222 227 214 208 196 189 

務 究李 I I 1 1 1 
期 a 字音 2 2 2 2 3 3 4 4 2 2 1 
室戸 宮Ij~ 45 53 48 41 34 41 29 35 33 36 24 33 32 44 

if 4似3 416 461 465 493 501 502 506 503 519 498 497 494 501 

凡例学:学部生 M:修士課程生 D:博士後期生外:外国人特別生特:特別留学生交:交換留学生研:研究生専:特別専攻生
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留学生数推移(受入) 国別①
単位(人)

1985 1986 1987 
1988 1989 1990 1991 1992 1993 

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

アイルランド

ア メ カ 7 5 7 5 5 3 3 4 6 3 9 6 6 7 4 
イ ギ ス 1 1 1 2 2 1 
イ スラエル

イ タ ア l 1 1 1 1 1 1 l I 1 
イ フ ン 1 I 1 1 1 
イ ン ド I 1 2 1 1 1 1 
インドネシア 1 1 I 

ウク フ イ ナ 2 2 3 2 2 
ウルグアイ

エチオピア

オーストラリア 2 2 1 I 2 6 6 
オーストリア

オ ラ ン ダ 1 
ガ 一 ナ
カ吋g フスタン

カ ナ ダ 2 l 1 1 2 1 2 1 l 
カメ ルーン

締 国 8 12 12 20 30 21 23 28 30 33 34 35 34 39 41 
カ ンポジア

ギ ーー ア

ク ウェー ト
ジャマイ カ

シンガポール 1 
ス イ ス

スウェーテ'ン

ス J、ミ イ ン

ス フ ンカ 1 1 1 1 2 1 1 1 2 1 2 2 2 
タ イ I 3 4 4 4 3 3 1 2 1 1 
台 湾 3 6 21 29 30 19 19 17 18 21 20 19 22 17 16 
タ ンザーア

中 国 4 7 15 33 48 71 73 n 79 95 108 109 127 141 152 
チ 1 
デンマーク 1 I 
ド イ ツ 1 I 2 2 3 
ト Jレ コ 1 
ニュージーランド 1 l 2 2 2 1 1 1 
ネ ノf 一 Jレ
ハンガリー
r(ングラテ'シュ

フ イ ピン 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 3 
フィンランド

プ ラ ン Jレ
フ フ ン ス
プルガリ ア
J、= ト ナ ム
ベフルーシ
J、〈 一 ズ
J、= Jレ ー
~ Jレ ギ ー
ポーラ ‘ J ド
香 t醤 1 1 1 1 2 2 l 1 1 1 l 1 
.マ Jレ タ 1 
マレーシア 2 2 2 2 2 2 
司、、、 ヤ ンマー 1 1 1 1 2 
メ キ γ コ I 
モ ロ ツ コ
モ ン ゴ Jレ
ユーゴスラピア
ラ オ ス
ルーマニア

ロ ソ ア 1 

* 官十 26 38 64 1∞ 126 125 129 135 146 167 192 187 213 227 241 
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留学生数推移(受入) 国別②
単位(人)

1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

アイルランド

ア メ カ 2 3 5 5 6 3 2 4 5 4 5 
イ ギ ス 1 2 3 2 2 2 2 2 
イ スラエル 1 2 2 
イ タ ア

イ フ ン 2 1 
イ ン ド 2 2 1 
インドネシア 1 2 2 2 2 2 2 
ウ ク フ イ ナ 2 2 2 3 3 2 2 2 
ウルグア イ

エチオピア

オーストフリア 4 4 6 6 4 4 2 7 7 5 6 4 5 4 51 
オーストリア 2 
オ フ ン ダ 2 1 
ガ 一 ナ 1 
カザzフスタン

カ ナ ダ 2 2 2 
カ メ ルー ン

韓 国 47 50 50 48 39 41 37 35 34 31 31 30 27 23 21 20 
カ ンポジア

ギ ー ア

ク ウェー ト

ジャマイ カ

シンガポール 1 
ス イ ス

スウェーテ'ン

ス J、c イ ン 1 
ス フ ン カ 2 2 2 2 2 2 2 2 
タ イ 2 4 2 3 3 2 4 4 3 4 3 4 7 8 11 8 
.仁a司、 湾 18 17 16 14 21 22 24 24 24 25 26 27 20 21 20 19 
タ ン-It・ー ア

中 回 148 162 157 154 165 177 178 198 194 206 223 231 226 241 3∞ 306 
チ

デンマーク

ド イ ツ 2 2 4 4 2 3 2 2 2 2 4 3 
ト 1レ コ
ユージーフンド 1 
ネ I~ 一 Jレ
ハンガリ 一
1'¥ングラテ'シュ 2 2 
フ イ ピン 2 
フィンランド 2 2 
プ 7 ン Jレ 1 
フ フ ン ス 2 2 3 6 6 6 5 3 
プルガリ ア

"" ト ナ ム

ベラルーシ
d、ミ 一 ズ
"" Jレ 一 1 1 
d、ミ Jレ ギ 一 1 1 
ポーラ ン ド

香 港 2 3 2 
ーョF Jレ タ

マレーシア 3 5 4 3 3 2 2 2 
‘、、、 ヤ ンマー 2 
メ キ ン コ
モ ロ ツ コ
モ ン ゴ Jレ

ユーゴスラピア 2 2 
フ オ ス
Jレー・て.， .= ア
ロ ン ア 2 2 2 2 2 3 3 
ぷ，守』 諸十 241 25R 251 245 253 274 272 290 278 296 310 _328 :115 3:11 3只3 3M 
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留学生数推移(受入) 国別③
単位(人)

2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2∞9 
前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

アイルランド

ア メ カ 2 4 6 3 3 4 3 5 10 10 12 10 11 
イ ギ ス 3 2 6 6 1 2 2 
イ スラエル
イ タ ア 2 2 
イ ラ ン

イ ン ド l 1 
インドネシア 2 3 3 2 2 2 1 2 3 
ウ ク フイ ナ 2 1 2 3 2 1 2 
ウルグアイ

エチオピア
オーストフリア 4 5 5 6 3 3 4 4 2 3 6 5 6 6 
オーストリア

オ フ ン ダ 2 1 
すf 一 ナ
カ吋Z フスタン

カ ナ ダ 2 3 2 
カ メ ルーン

韓 国 21 18 16 17 19 20 27 25 25 24 24 25 30 27 
カ ンポジア 3 3 3 2 2 2 2 2 3 3 4 
ギ -ー ア
ク ウェー ト
ジャマイ カ 1 
シンガポール 3 4 3 3 3 3 
ス イ ス
スウェーテ'ン 4 4 3 3 1 2 2 2 
ス J、ミ イ ン 2 1 2 2 6 6 3 
ス フ ンカ 1 3 
タ イ 10 10 6 5 6 7 7 7 7 7 7 7 8 6 
台 湾 12 14 11 12 14 13 14 14 14 16 16 16 14 15 
タ ン吋z ニア

中 国 327 344 391 388 414 411 399 408 398 406 380 375 368 378 
チ ') 
デンマーク 1 2 3 3 
ド イ ツ 3 5 2 3 3 3 3 8 8 9 9 6 2 
ト Jレ コ
ニュージーフンド
ネ /~ 一 Jレ 2 2 3 3 3 3 3 3 4 5 
ハンガリ 一
/'¥ングフテ'シュ 1 
フ イ ') ピン
フィンフンド 4 5 3 2 2 3 2 4 
プ フ ン“F yレ 1 
フ ラ ン ス 3 3 3 4 4 4 4 3 4 4 3 3 3 3 
プルガリ ア I 
J、4 ト ナ ム 3 2 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4 3 
ベラルーシ
r屯 一 ズ戸ミ Jレ 一
J、= Jレ ギ 一
ポーフ ン ド
香 i巷 2 
.マ Jレ タ
マレーシア 2 2 3 3 3 4 5 5 2 3 3 3 
、、、
ヤ ンマー 2 2 2 3 3 3 5 5 5 5 

メ キ ン コ
モ ロ ツ コ
モ ン ゴ Jレ 1 2 3 3 3 
ユーゴスフピア
フ オ ス 1 
ルーマーア
ロ ン ア 3 3 3 3 3 3 2 2 2 2 2 2 2 
辺g- 言十 400 41n 4nl 4n只 49~ fi01 fiO空 fiOn fiOヌ fi19 4.ClR AQ7 494 fi01 
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短期受入プログラム参加人数
単位(人)

3、〆. ーマ ア 西 ア 南 サ フ
-うF

τユト〆y 
;r ン 句、、、

ン ンヨ
アン ズ ガ

‘.;/ 

江 イ ノ
..... プ オ フ==r ゼ

ン 、、‘ ソ ~ ツ
;:L 

u (ク
デ州

(州 カ( 一ー ヨ
アア アテ 大 プ アヵ アJt. 

五レ
メ大 メJレ

ン ロ メレ メ立 メ

、す・:~j!:・ 、カー〆ン之
)タ学大 U韓I正lZH子， 

グ リッ ;大
リ大 ナッ

7 
さン 、カ..;品【，ぃ. Z_v i、 )学

受入学部 国際文化学部 国際文化学部 国際文化学部 凶際文化学部 大学 大学 大学 大学: 大学 計

2001 官 20 

2002 6 23 29 

2∞3 9 9 19 37 

2004 17 31 22 70 

2005 7 15 7 22 14 65 

2006 12 12 9 20 24 7 12 20 116 

2∞7 8 11 15 20 20 74 

2∞8 15 6 9 26 17 6 79 
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留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移国別①
単位(人)

西 暦 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 

入 学 月 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 
志、 願 者 数 11 7 8 15 12 14 34 16 38 9 110 42 46 45 21 34 46 34 
正口』 格 者 数 11 5 7 13 12 14 30 16 38 9 20 24 24 30 21 21 23 22 

手 続 者 数

入 学 者 数 11 5 7 13 12 14 30 16 34 8 17 22 20 26 18 20 21 19 

男 8 3 3 7 7 7 13 9 27 2 10 11 10 14 12 11 9 7 
女 3 2 4 6 5 7 17 7 7 6 7 11 10 13 6 9 12 12 

入学者国別内訳

アイルランド

ア メ カ 2 2 I 2 7 2 
イ ギ ス
イ ス フ エ Jレ
イ フ ン

イ ン 1 
インドネシア

オーストラリア 2 
オーストリア

オ フ ン ダ

カ ナ ダ 2 
カ メ ルー ン

韓 国 5 2 2 2 6 3 2 5 5 4 2 2 3 4 3 
カ ン ボ ン“' ア
3、'J ヤ マ イ カ
シンガポール l 
ス イ ス

ス J、z イ ン
ス フ ン カ 1 
タ イ

台 i培 2 5 5 4 11 5 2 2 2 2 
タ ン ザニ ア
中 国 2 3 7 3 4 11 9 28 3 9 8 10 12 15 10 15 10 
デ ン マ 一 ク
ド イ ツ 1 
ト Jレ コ
日 本

ニュージーランド 1 
ネ /'¥ 一 Jレ
ノ、 ン ガ ー
パングラディッシュ

フ イ ピ ン 1 2 
フィンランド

プ フ ン Jレ
フ フ ン ス
J、〈 ト ナ ム
J、c フ Jレ 一 ン
fく Jレ ー
Fミ Jレ ギ 一
香 港
マ Jレ タ

マ レ 一 ソ ア
、、、、 ヤ ン マ 一 1 
メ キ γ コ 1 
モ ロ ツ コ
モ ン ゴ Jレ
ユーゴスラピア

言十 11 5 7 13 12 14 30 16 34 8 17 22 20 26 18 20 21 19 
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留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移国別②
単位(人)

西 暦 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2∞o 2∞1 2∞2 
入 学 月 4 10 4 10 4 10 4 10 4 10 4 9 4 9 4 9 4 9 
，d也c:、 願 者 数 29 33 50 50 35 45 44 42 47 49 59 66 47 95 78 105 80 58 
主口』 格 者 数 21 26 22 22 26 27 24 21 21 27 23 27 24 31 28 24 27 21 
手 続 者 数

入 学 者 数 16 24 19 17 20 25 21 17 14 27 21 24 18 27 27 20 21 19 

男 10 13 10 13 6 20 13 7 4 15 9 14 8 13 8 9 9 7 
女 6 11 9 4 14 5 8 10 10 12 12 10 10 14 19 11 12 12 

入学者国別内訳

アイルフンド

ア メ カ 3 2 2 2 
イ ギ ス
イ ス フ エ Jレ
イ フ ン

イ ン ド
インドネシア

オーストラリア
オーストリア

オ フ ン ダ

カ ナ ダ

カ メ 1レ 一 ン 1 
韓 国 5 2 3 4 3 2 4 2 2 4 1 
カ ン ポ ン、1 ア
ン ヤ .マ イ カ
シンガポール

ス イ ス
ス ~ イ ン

ス フ ン カ
タ イ 2 I 2 2 2 2 
ぷ口‘ 湾 1 1 
タ ン ザニ ア
中 国 8 17 13 9 16 17 13 9 9 16 18 16 10 19 21 16 15 12 
デ ン .マ 一 ク
ド イ ツ 2 1 2 2 

ト Jレ コ
日 本

ニュージーランド

不 ノf 一 1レ
ノ、 ン ガ 一
パングラディッシュ

フ イ ピ ン

フィンランド

プ フ ソ ル

フ フ ン ス 1 
J、〈 ト ナ ム 2 
J、ミ フ 1レ 一 ン
戸4 Jレ ー
J、= Jレ ギ ー
香 港

マ Jレ タ

‘マ レ ー ン ア
司、、、 ヤ ン .マ ー
メ キ ン コ
モ ロ 、'~ コ
モ ン ゴ Jレ
ユーゴスラピア

計- 16 24 19 17 20 25 21 17 14 27 21 24 18 27 27 20 21 19 
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留学生別科志願者・合格者・手続者・入学者数推移国別③
単位(人)

西 暦 2∞3 2004 2∞5 2006 2∞7 2008 2009 2010 2011 

入 学 月 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 4 9 

志 願 者 数 72 74 68 55 31 49 45 72 41 57 51 66 54 
i口』 格 者 数 25 20 21 21 17 28 19 33 19 34 25 36 21 

手 続 者 数 17 29 17 32 21 28 15 

入 学 者 数 20 18 14 16 13 17 11 17 10 19 11 22 

男 10 10 2 6 3 5 4 7 6 13 3 11 

女 10 8 12 10 10 12 7 10 4 6 8 11 

入学者国別内訳

アイルランド

ア メ カ l 2 
イ ギ ス

イ ス フ エル

イ フ ン 1 

イ ン ド 2 
インドネシア

オーストラリア
オーストリア

オ フ ン ダ 1 l 
カ ナ ダ

カ メ ルー ン

韓 国 l 1 
カ ン ポ ン ア 3 
ジ ヤ .マ イ カ
シンガポール

ス イ ス

ス J、z イ ン 1 

ス フ ン カ

タ イ 3 l 
4口、 湾 2 2 3 
タ ン ザニ ア
中 国 16 12 10 10 10 13 6 10 4 10 6 14 
デ ン .マ 一 ク
ド イ ツ 2 3 l 1 
ト 1レ コ
日 本

ニュージーフンド

ネ I~ 一 Jレ
p、 ン ガ ー 1 
パングラディッシュ l 
フ イ ピ ン

フィンランド

プ フ ジ Jレ

フ フ ン ス
J、《 ト ナ ム
J、《 フ ルー ン
戸ミ 1レ 一
~ 1レ ギ ー 1 
香 港
.マ Yレ タ
ーマ レ 一 ン ア
、、、、 ヤ ン マ 一
メ キ ン' コ
モ ロ ツ コ
モ ン ゴ Jレ
ユーゴスラピア

誌十 20 18 14 16 13 17 11 17 10 19 u 22 。。
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留学生別科学生進路先

2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 
修 了 者

前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前I~J 後期 前期 後期前期 後期

本学へ進学(学部・大学院生などIE規学生) 21 16 4 6 6 9 3 8 5 8 8 9 2 8 4 6 

本学へ進学(研究生など非正規学生) 4 2 

他大学へ進学(学部・大学院生など正規学生) 3 4 2 l 2 

他大学へ進学(研究生など非正規学生) 3 3 。 2 2 

専門学校へ進学 3 2 2 2 2 41 

本学留学生別科延長申請 15 81 14 12 8 61 12 4 7 8 7 41 12 2 

帰国 3 2 2 2 5 2 3 2 3 6 4 3 2 2 

就職 。 。 2 

その他(未定者を含む) 4 2 7 3 2 2 2 2 2 

合計(人) 24 39 24 34 24 22 20 26 15 11 22 19 14 16 21 23 

2001 2002 2003 2004 2005 20郎 2∞7 2008 
依願退学者(修了前進路決定者)

前期 後期 前期 後期 前l~J 後期j前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

本学へ進学(学部・大学院生など正規学生) 2 2 

本学へ進学(研究生など非正規学生)

他大学へ進学(学部・大学院生など正規学生) 2 

他大学へ進学(研究生など非正規学生) 2 

専門学校へ進学

本学留学生別科延長申請

帰国 3 

就職

その他(未定者を含む)

合計(人) 2 3 7 。。。 。。2 。。。4 
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交換留学生数推移(派遣) 学部別
単位(人)

西 暦 2006 2007 2008 2009 合計・

文 学 音E 13 11 3 27 

文 学研 究科・ 3 1 5 

経 i斉 寸且九・ 部 6 9 16 

経済学研究科

経 営 学 部 7 7 8 22 

法 学 部 5 2 6 13 

理 工 学 部 l 

理工学研究科 2 4 

社 Zt三』 寸且ゐu 音E 2 3 

国際文化学部 13 16 12 41 

国際文化学研究科 2 4 

短期 大学 部 1 

メロ』 言f 48 48 42 Q 138 

円。



私費留学生数推移(派遣) 学部別
単位(人)

学部名 2∞1 2∞2 2∞3 20似 2∞5 20侃 2∞7 2∞8 
文 学 部 8 7 3 5 2 

文 学 研 究 科 4 4 

経 i斉 学 部 6 6 5 3 2 2 

経 営 学 部 4 2 2 

法 学 部 5 3 5 3 

法 学 研 究 字十

理 J: 学 部

社 会 学 部 1 

国際文化学部 48 47 83 113 101 120 86 90 

同際文化学研究科

短 }倒 大 J寸S墨・. 部

Iロ』 73 64 101 128 109 127 91 95 

BIEプログラム参加者数推移学部別
単位(人)

学部名
2006 2∞7 2008 2∞9 

semester 5-week semester 与week semester 5・week semester 5・week

文 学 部 5 12 14 8 13 9 

文 学 研 究 科

経 済 学 部 6 4 7 7 9 11 

経 営 学 部 4 10 7 13 8 3 

法 学 部 2 11 3 3 4 10 

法 学 研 究 科

理 工 学 部 3 6 I 

社 fi 学 部 3 7 5 4 4 4 

国際文化学部 18 12 30 5 ]6 10 

国際文化学研究科

短 }悶 大 学 部

-g ‘ 計 38 59 67 47 54 48 。 。
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私費留学生数推移(派遣) 国別
単位(人)

地域 留学先 2001 2002 2003 2∞4 2005 2006 2007 2008 

インドネシア

韓 国 2 3 2 

シンガポール

タ イ 2 

アジア
品口、 湾

中 国 15 14 8 8 9 6 4 2 

ネ )~ ー ル

マレーシア

中南米 メ キ ン コ 1 

中近東 レ 1'¥ ノ ン

ア メ カ 16 6 14 16 15 17 14 24 

北 米

カ ナ ダ 11 9 13 27 26 34 22 27 

オーストラリア 4 9 33 44 37 39 31 23 

オセアニア

ニュージーランド 2 7 9 2 7 6 6 

アイルランド 2 4 3 2 2 

ウク ライ ナ

英 国 11 4 11 8 9 6 6 

スウェーデン

ヨーロッ)~

ス 戸ミ イ ン 2 

ド イ ツ 2 

フ フ ン ス 8 16 7 5 4 13 4 10 

.マ Jレ タ

ぷロ』 計 73 64 101 128 109 127 91 95 
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00 
(，0 

実施年度

1983 

1984 

1985 

1986 

1987 

1988 

1989 

1990 

1991 

1992 

1993 

1994 

1995 

1996 

1997 

1998 

1999 

2目)()

2∞l 
2∞2 
2∞3 
2∞4 
2005 

2006 

2007 

2008 

ノ、 ノ

ワ
ス

ツ

イ γ 

38 

45 

79 

67 

87 

76 32 

41 34 

20 38 

43 

36 

サマーセッション・スプリングセッション 参加人数

パ)ラ座(サパンタl海外英諦研修講

ス シヨイ・ タt毎も

講座(得上外海E回修ド

予芦臨t書t 海
学大}部外修海研

短期海外研修(国際文化学部)
タ

コンZ築丹研~ 外
ア カ イ ア オ ーー マ イ フ

学白文I~~ ニ 社 ニ.. 
lコ イ

ジラJ ド3 : 
、̂ミ~ ム~、 メ ギ Jレ ス フ

主主: a型T干ラ安同fヒ
ナ ト Jレ ン

ン 事
短}関

フ
τリ7 ン

ケク ン
グ lレ 情 カ ダ ス ド ア タ 匡i ド ス

13 

14 20 28 42 

12 15 40 (ド2イ0ツ)

19 32 40 (フラ19ンス)

34 18 29 10 {鱒15!") 

31 17 28 23 

32 22 24 22 

31 21 20 22 (オー1おトラ'11・)

28 11 27 19 ー

12 12 23 18 (カ4ナ0ダ) 7 10 23 32 8 

26 4 17 19 ー 16 23 19 22 13 15 

16 7 16 14 (オー13ト5ラ'17) 10 17 9 22 14 4 

15 16 14 9 12 22 12 32 . 10 6 

17 9 11 15 (北40欧) 20 . 34 

2∞3年度中止 (SARSのため) 58 22 

26 14 23 21 (46ヒ4欧) 15 18 . 40 . 5 

20 12 25 ー 10 16 . 36 10 22 

22 12 13 {北23欧) 13 16 29 11 

23 11 24 ー 23 37 l 1 I 45 4 1 4 

8 10 17 13 39 21 2 2 

単位(人)

Z口』

大 タ

韓

民

国 イ Jt 自f
38 

45 

79 

67 

87 

108 

88 

162 

110 

127 

91 

99 

l∞ 
94 

85 

6 86 151 

2 110 176 

3 79 132 

2 96 150 

54 106 

80 80 

7 85 169 

9 103 160 

5 74 121 

12 130 188 

6 84 119 


